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南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
開
設
と
終
焉

―
日
米
高
等
教
育
関
係
史
に
つ
い
て
の
一
試
論
―

林
　
雅
代

は
じ
め
に

南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（N

an
zan

U
n

iversity
In

tern
ation

al
D

ivision

、
以
下
I.D.
と
略
す
）
は
、

主
と
し
て
名
古
屋
周
辺
に
駐
留
す
る
米
国
軍
人
・
軍
属
に
対
し
て
教
育
機
会
を
提
供
す
る
機
関
と
し
て
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
五
日
に

開
設
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
、
米
国
軍
人
が
軍
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
し
た
機
関

と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
米
軍
の
教
育
部
の
ほ
か
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（U

n
iv

e
rsity

o
f

C
aliforn

ia,
U

n
iversity

E
x

ten
sion

）、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
極
東
部
（U

n
iversity

of
M

arylan
d

F
ar

E
ast

D
ivision

）、
上
智
大

学
国
際
部
（S

op
h

ia
U

n
iversity

In
tern

ation
al

D
ivision

）
が
存
在
し
た
。
I.D.
は
、
そ
う
し
た
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
等
教
育
研
究
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ご
く
わ
ず
か
に

言
及
が
み
ら
れ
る
の
は
、
I.D.
と
同
様
の
教
育
機
関
と
し
て
発
足
し
た
上
智
大
学
国
際
部
で
あ
り
、
自
校
史
に
基
づ
き
日
本
に
お
け
る
大
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学
開
放
の
試
み
の
一
環
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
か

(

1)

、
留
学
生
教
育
史
・
日
本
語
教
育
史
な
ど
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い

る
(

2)

。
け
れ
ど
も
、
I.D.
を
含
め
た
こ
う
し
た
教
育
機
関
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
特
異
な
性
格
お
よ
び
史
料
的
な
制
約
か
ら
、
日
本
の
高
等
教

育
の
中
核
的
な
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
例
外
的
あ
る
い
は
周
辺
的
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
て
お
り
、
日
本
の
高
等
教
育

史
上
、
よ
り
本
質
的
で
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
う
る
べ
き
存
在
と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
日
本
の
高
等
教
育
政
策
の
転
換
と
の
関
連
で
な
さ
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
研
究
は
、
日
本
の
高
等
教
育
史
、

米
国
の
高
等
教
育
史
、
お
よ
び
日
米
高
等
教
育
関
係
史
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関
の
、
よ
り
一
般
的
な
歴
史
的
意
義
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
米
国
の
連
邦
政
府
に
よ
る
大
学
生
の
経
済
的
支
援
政
策
に
つ
い
て
論
じ
た
犬
塚
典

子
の
研
究
で
あ
る
。
犬
塚
の
議
論
の
焦
点
は
学
生
に
対
す
る
経
済
支
援
の
問
題
に
あ
り
、
本
稿
の
関
心
と
は
直
接
的
に
は
関
連
し
な
い

も
の
の
、
一
九
四
九
年
に
日
本
の
高
等
教
育
機
関
の
い
く
つ
か
が
「
一
九
四
四
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
（S

e
rv

ic
e

m
a

n
,s

R
ead

ju
stm

en
t

A
ct

of
1944

）
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る

(

3)

。
後
段
で
論
じ
る
よ
う
に
、
I.D.
が
「
一
九
五
二
年
退
役

軍
人
援
護
法
」（S

ervicem
an

,s
R

ead
ju

stm
en

t
A

ct
of

1952

）
の
適
用
を
受
け
た
の
は
一
九
五
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
日
本

の
高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
「
退
役
軍
人
援
護
法
」
の
適
用
が
持
っ
て
い
た
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
I.D.
に
つ
い
て
の
検
討
は
必

要
不
可
欠
で
あ
ろ
う

(

4)

。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、「
退
役
軍
人
援
護
法
」
の
運
用
に
当
た
り
、
退
役
軍
人
管
理
局
に
よ
る
同
法
適
用
の
対
象
と
な
る
教
育

機
関
の
選
定
を
通
じ
て
、
米
国
高
等
教
育
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
資
格
認
定
制
度
）
の
発
達
が
促
進
さ
れ

た
こ
と
が
、
金
子
忠
史
や
前
田
早
苗
ら
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

5)
。
一
九
九
一
年
の
文
部
省
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
降
、
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
や
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
占
領
中
の
一
九
四
七
年
に
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
総
司
令
部
民
間
情
報
教
育
局
の
指
導
の
下
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
と
し
て
、
大
学
基
準
協
会
が
設
立
さ
れ
た
過
程
を
、
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田
中
征
男
が
分
析
し
て
い
る

(

6)

。
そ
こ
で
は
、
大
学
基
準
協
会
の
設
立
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
文
部
省
に
よ
る
中
央
集
権
的
な
高
等
教
育

統
制
の
変
革
と
い
う
、
戦
後
日
本
の
文
脈
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
分
析
に
異
議
を
唱
え
る
も
の

で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
日
米
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
狭
間
に
置
か
れ
て
I.D.
で
学
ん
だ
人
々
と
、
I.D.
と
い
う
存
在
に
と
っ
て
、
ア
ク

レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
本
質
的
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
日
本
に
お
け
る
大
学
基
準
協
会
設
立
の
過
程
を
理
解
す
る
上

で
、
大
衆
化
の
局
面
や
、
退
役
軍
人
な
ど
非
伝
統
型
の
学
生
の
受
け
入
れ
と
い
う
多
様
化
の
局
面
に
直
面
し
て
い
た
、
当
時
の
米
国
高

等
教
育
に
と
っ
て
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
を
も
、
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
は
、
I.D.
の
実
態
や
、
そ
れ
が
日
本
お
よ
び
米
国
の
高
等
教
育
史
、
日
米
高
等
教
育
関
係
史

に
持
つ
含
意
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
の
端
緒
と
し
て
、
ま
ず
は
南
山
大
学
史
料
室
お
よ
び
南
山
学
園
史
料
室
が
所
蔵
す
る
I.D.
関
係
史
料

か
ら
、
特
に
I.D.
の
制
度
的
変
遷
に
関
す
る
側
面
を
素
描
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
開
設
の
経
緯

I.D.
は
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
五
日
に
開
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
最
も
初
期
の
も

の
は
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
八
日
付
の
ア
ロ
イ
ジ
ウ
ス
・
パ
ッ
へ
学
長
（A

lo
ysiu

s
P

ach
e,

S
.V

.D
.

）
か
ら
米
国
連
邦
教
育
省
に

宛
て
ら
れ
た
書
簡
の
草
稿
で
あ
る

(

7)

。
こ
れ
に
は
、
米
国
第
五
空
軍
よ
り
、
一
九
四
九
年
九
月
二
三
日
付
で
、
小
牧
・
守
山
な
ど
名
古
屋

周
辺
地
域
に
駐
留
す
る
米
国
軍
人
に
対
す
る
大
学
の
授
業
提
供
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
在
日
の
民
間
米
国
人
よ
り
同
様
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
南
山
大
学
を
米
国
連
邦
教
育
省
が
発
行
す
るA

c
c
r
e
d

ite
d

H
ig

h
e
r

In
s
titu

tio
n

s

ブ
リ

テ
ン
に
リ
ス
ト
す
る
よ
う
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
教
育
情
報
局
の
ア
ラ
ン
デ
ル
・
デ
ル
レ(A

ru
n

d
el

d
el

R
e)

や

(

8)

、
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第
五
空
軍
の
教
育
部
の
関
係
者
と
懇
意
で
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
、
上
智
大
学
で
国
際
部
が
発
足
し
て
お
り

(

9)

、
パ
ッ
ヘ

の
書
簡
草
稿
の
内
容
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。
パ
ッ
へ
の
こ
の
書
簡
に
対
す
る
回
答
と
思
わ
れ
る
、
米
国
連
邦
教
育
省
高
等
教
育
局

長
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル(Joh

n
D

ale
R

u
ssell,

D
irector,

D
ivision

of
H

igh
er

E
d

u
cation

,
F

ed
eral

S
ecu

rity
A

gen
cy,

O
ffice

of
E

d
u

cation
)

か
ら
の
一
九
四
九
年
一
一
月
三
〇
日
付
の
返
信
は
、
同
ブ
リ
テ
ン
が
、
米
国
内
の
教
育
機
関
を
リ
ス
ト
す
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
パ
ッ
へ
の
要
求
を
断
る
一
方
で
、
退
役
軍
人
管
理
局
に
よ
る
認
定
を
要
望
す
る
場
合
は
、
在
日
米
国
領
事
館
や
、
民
間

情
報
教
育
局
高
等
教
育
顧
問
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
イ
ー
ル
ズ
（W

alter
C

.
E

ells

）
に
連
絡
す
る
と
よ
い
と
の
示
唆
を
与
え
て
い
る

(

10)

。
こ

の
ほ
か
、
名
古
屋
周
辺
の
米
国
空
軍
基
地
で
発
行
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
るT

h
e

N
a

g
o

y
a

N
u

g
g

e
t

紙
に
は
、
南
山
大
学
が
米
国

連
邦
教
育
省
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
授
業
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
南
山
大
学
関
係
者
、
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ル
フ
ィ
ー

ル
ド
少
佐
（M

ajor
Joh

n
J.

C
au

lfield
JR

.,
S

taff
I&

E
O

fficer,
F

ifth
A

ir
F

orce
H

ead
q

u
arters

）、
第
五
空
軍
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
局
長
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
博
士
（
D

r.
M

.
E

rn
est

H
all,

E
d

u
cation

P
rogram

D
irector

for
F

ifth
A

ir
F

orce

）
が
検
討
中

で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
な
ど

(

11)

、
一
九
四
九
年
一
一
月
中
に
I.D.
開
設
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
四
九
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
三
年
八
月
ま
で
の
動
き
を
示
し
た
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。

I.D.
の
開
設
に
向
け
て
、
具
体
的
な
動
き
が
実
際
に
起
こ
っ
た
の
は
、
確
認
で
き
る
史
料
の
限
り
で
は
、
一
九
五
三
年
九
月
以
降
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
日
付
の
早
い
も
の
は
、
一
九
五
三
年
九
月
一
八
日
付
の
、
I.D.
開
設
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
会
の
メ
モ
で

あ
る

(

12)

。
こ
の
メ
モ
に
は
、
I.D.
の
授
業
料
や
開
講
曜
日
、
履
修
登
録
カ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
議
論
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
五
三
年
九
月
一
八
日
付
で
パ
ッ
へ
学
長
よ
り
木
村
太
郎
文
学
部
教
授
に
宛
て
て
、

翌
一
九
日
に
学
長
室
で
I.D.
に
か
か
わ
る
教
員
や
職
員
に
よ
る
会
合
を
開
催
す
る
と
い
う
通
知
が
出
さ
れ
て
い
る

(

13)

。
こ
れ
ら
の
史
料
を
総



41

合
す
る
と
、
I.D.
開
設
は
既
に
一
九
四
九
年
に
議
論
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
の
開
設
直
前
に
非
常
に
慌
た

だ
し
く
準
備
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
開
設
の
事
務
的
な
手
続
き
に
南
山
大
学
側
で
は
、
総
務
部
長
の
パ
ウ
ロ
・
チ
ャ
プ
リ
ツ

キ
ー
文
学
部
教
授
（P

au
l

C
zap

licki,
S

.V
.D

.

）、
学
長
秘
書
室
職
員
の
瀧
田
慎
吉
、
文
学
部
の
猪
俣
文
治
（
助
手
）、
細
井
次
郎
（
教

授
）、
今
川
憲
次
（
教
授
）
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
パ
ッ
へ
学
長
が
I.D.
開
設
に
積
極
的
に
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る

(

14)

。

I.D.
開
設
に
向
け
て
の
事
務
的
な
動
き
が
進
行
す
る
一
方
で
、
一
九
五
三
年
九
月
二
九
日
開
催
の
大
学
評
議
会
に
お
い
て
、
I.D.
の
開
設

が
パ
ッ
ヘ
学
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
文
学
部
教
授
会
で
承
認
済
み
の
事
項
で
あ
る
と
し
な
が
ら

(

15)

、
パ
ッ
ヘ
は
開
設
の
理
由
と
し
て
、
米

国
側
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
援
助
に
報
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
国
際
的
な
雰
囲
気
を
高
め
る
こ
と
、
財
政
的
な
面
で
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
の
三
つ
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
の
語
学
コ
ー
ス
と
、
英
文
学
お
よ
び
教
育
哲
学
の
五
コ
ー
ス

を
開
講
す
る
と
い
う
、
I.D.
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
の
中
で
は
費
用
の
問
題
、
I.D.
の
運
営
に
当
た
る
教
員
に
は
、
今
川
が
部

長
代
理
（assistan

t
d

ean

）
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
そ
の
補
佐
（assistan

t

）
に
猪
俣
、
米
軍
と
の
連
絡
に
当
た
る
者
は
チ
ャ
プ
リ

ツ
キ
ー
と
す
る
こ
と
、
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
般
の
日
本
人
学
生
に
も
開
放
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
や
、
I.D.
の
南
山
大

学
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
な
お
研
究
を
要
す
る
と
の
要
望
も
な
さ
れ
た
が
、
I.D.
の
開
設
そ
の
も
の
は
承
認
さ
れ
た
形

と
な
っ
た

(

16)

。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
学
校
教
育
法
上
の
位
置
づ
け
や
、
南
山
大
学
の
正
規
の
課
程
と
の
関
係
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
I.D.

は
発
足
し
た
の
で
あ
る
。



42

南山大学インターナショナル・ディヴィジョンの開設と終焉

二
　
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliation

と
「
一
九
五
二
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
の
適
用

米
国
軍
人
・
軍
属
を
受
け
入
れ
、
英
語
に
よ
る
授
業
を
実
施
し
始
め
た
I.D.
で
あ
っ
た
が
、
I.D.
で
取
得
し
た
単
位
が
、
受
講
生
の
米
国

帰
国
後
の
米
国
高
等
教
育
機
関
へ
の
編
入
学
時
に
、
認
定
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
へ
の
対
応

と
し
て
模
索
さ
れ
た
の
が
、
南
山
大
学
と
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliation

で
あ
る

(

17)

。
つ
ま
り
、
南
山
大
学
が
、
同
じ

神
言
会
の
経
営
す
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
提
携
（affiliate

）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
I.D.
の
学
生
が
取
得
し
た
単
位
を
、
ア

メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
単
位
と
み
な
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
別
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
へ
の
編
入
学
を

容
易
に
す
る
と
い
う
方
策
が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
方
策
が
考
え
ら
れ
始
め
た
の
は
、
史
料
か
ら
は
一
九
五
五
年
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が

(

18)

、
一
九
五
五
年
のA

ffiliation

推
進
の

動
き
は
、
史
料
上
は
い
っ
た
ん
途
絶
え
る
。
そ
の
約
一
年
後
、
米
国
帰
国
後
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
へ
の
編
入
学
を
申
請
し
た
、
元

I.D.
受
講
生
の
単
位
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
入
試
課
長
ス
ピ
ン
ト
（H

.
A

.
S

p
in

d
t,

D
irector

of
A

d
m

ission
s

of
th

e
U

n
iversity

of
C

aliforn
ia

）
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
へ
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に

(

19)

、A
ffiliation

に
向
け
て
の
手
続
き
が
本
格
的
に
開
始
し
た
。A

ffiliation

の
推
進
に
当
た
っ
た
の
は
、
南
山
大
学
側
で
は
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
お
よ
び

パ
ッ
ヘ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
で
は
事
務
局
長
の
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ(R

oy
J.

D
eferrari)

、
ま
た
シ
カ
ゴ
の
神
言
会

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
局
長
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
ギ
ボ
ン(W

illiam
E

.
F

itzgib
b

on
,

S
.V

.D
.

）
で
あ
っ
た

(

20)

。
フ
ィ
ッ

ツ
ギ
ボ
ン
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
、
パ
ッ
へ
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ス
ピ
ン
ト
か
ら
デ
ィ
フ

ェ
ラ
ー
リ
へ
の
書
簡
、
お
よ
び
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
か
ら
フ
ィ
ッ
ツ
ギ
ボ
ン
宛
の
書
簡
の
コ
ピ
ー
を
送
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
のA

ffiliation

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
質
問
紙
を
送
付
し
た

(

21)

。
こ
れ
に
対
し
て
パ
ッ
へ
は
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
早
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速
質
問
紙
へ
の
回
答
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
対
し
て
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
回
答
で
き
る
よ
う
、
南

山
大
学
の
ブ
リ
テ
ン
（B

u
lletin

of
In

form
ation

）
を
送
付
す
る
と
伝
え
て
い
る

(

22)

。

デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
よ
れ
ば
、A

ffiliation

の
手
続
き
は
質
問
書
に
回
答
す
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
費
用
も
ほ
と
ん
ど
か

か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

(

23)

。
質
問
書
は
、
大
学
の
目
的
、
入
学
手
続
き
、
教
員
一
覧
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
図
書
館
・
研
究
所
、
卒

業
基
準
、
課
外
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
、
職
階
、
学
位
お
よ
び
取
得
年
・
取
得

機
関
、
教
育
経
験
、
担
当
科
目
、
授
業
以
外
の
担
当
業
務
、
出
版
物
に
つ
い
て
回
答
す
る
よ
う
、
南
山
大
学
の
教
員
に
対
し
て
質
問
紙

を
送
り
、
回
答
を
得
た

(

24)

。
そ
の
回
答
に
基
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
送
付
す
る
申
請
書
類
も
作
成
さ
れ
た

(

25)

。

ま
た
、A

ffiliation

へ
向
け
て
の
動
き
と
平
行
し
て
、「
一
九
五
二
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
の
適
用
に
向
け
て
の
動
き
も
進
ん
だ
。
一

九
四
九
年
の
I.D.
設
立
に
か
か
わ
る
動
き
が
起
こ
っ
て
い
た
と
き
、
米
国
連
邦
教
育
省
か
ら
は
、A

c
c
r
e
d

ite
d

H
ig

h
e
r

In
s
titu

tio
n

s

ブ
リ
テ
ン
に
リ
ス
ト
で
き
な
い
こ
と
へ
の
代
案
と
し
て
、
退
役
軍
人
の
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
の
認
定
に
つ
い
て
の
示
唆
は
あ
る
も
の

の

(

26)

、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
四
九
年
段
階
で
の
I.D.
開
設
の
動
き
は
立
ち
消
え
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
五
年
以
降
のA

ffiliatio
n

問
題
に
関
し
て
も
、
当
初
は
「
一
九
五
二
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
時
点
か
ら
、A

ffiliation

問
題
と
「
一
九
五
二
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
の
適
用
と
が
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
一
九
五
六

年
以
降
のA

ffiliation

は
、
朝
鮮
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
者
を
対
象
と
す
る
「
一
九
五
二
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
に
基
づ
く
、
退
役
軍
人

受
け
入
れ
機
関
と
し
て
の
認
定
を
前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、A

ffiliation

申
請
手
続
き
と
並
行
し
て
、
退
役
軍
人

受
け
入
れ
機
関
と
し
て
の
認
定
申
請
も
行
わ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
九
月
一
二
日
に
認
可
が
通
知
さ
れ
た

(

27)

。

と
こ
ろ
が
、
米
軍
退
役
軍
人
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
の
認
可
が
下
り
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliation

の
手
続
き
は
、
ロ
ー
マ
の
神
言
会
総
本
部
か
ら
の
認
可
の
留
保
に
よ
っ
て
滞
り
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
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た
。
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliation

に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
八
日
開
催
の
大
学
評
議
会
で
、
南
山
学
園

理
事
会
の
承
認
お
よ
び
神
言
会
総
本
部
の
認
可
を
経
た
上
で
実
施
と
す
る
、
と
の
条
件
付
で
承
認
さ
れ
た

(

28)

。A
ffiliation

は
、
翌
日
の

理
事
会
で
承
認
を
得
た
も
の
の
、A

ffiliation

手
続
き
の
進
行
を
一
時
保
留
と
す
る
こ
と
が
、
一
一
月
八
日
の
大
学
評
議
会
で
、
沼
澤

喜
市
副
学
長
（S

.V
.D

.

）
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
説
明
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
理
事
会
で
の
承
認
後
、
南
山
大
学
か
ら
神
言
会
総

本
部
に
許
可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
滞
在
中
の
パ
ッ
ヘ
か
ら
も
、
こ
の
件
に
関
し
て
総
本
部
へ
照
会
が

な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
に
対
し
て
総
本
部
か
ら
パ
ッ
へ
に
宛
て
て
神
言
会
総
会
の
意
向
を
記
し
た
文
書
を
送
る
と
と
も
に
、
そ

の
写
し
が
南
山
大
学
に
も
送
付
さ
れ
た
。
総
本
部
と
し
て
は
、A

ffiliation

に
よ
っ
て
南
山
大
学
に
い
か
な
る
義
務
が
生
じ
る
か
が
不

明
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
国
民
感
情
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、A

ffiliation

の
必

要
性
が
薄
ら
い
だ
た
め
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、A

ffiliation

の
申
請
は
当
分
延
期

す
る
こ
と
と
決
定
し
、
そ
の
旨
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
通
知
し
た
と
同
時
に
、
パ
ッ
へ
に
も
伝
え
る
こ
と
と
す
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た

(

29)

。

南
山
大
学
がA

ffiliation

に
つ
い
て
の
神
言
会
総
本
部
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
重
大
な
動
き
が
起
こ
っ
た
。
一
九
五
七

年
一
月
一
八
日
の
大
学
評
議
会
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
一
月
に
神
言
会
日
本
管
区
長
と
な
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ベ
ル
テ
ル
ス
ベ
ッ
ク

（H
erm

an
n

B
ertelsb

eck,
S

.V
.D

.

）
が
南
山
学
園
理
事
長
と
な
る
こ
と
、
沼
澤
副
学
長
を
学
長
に
任
命
す
る
こ
と
、
パ
ッ
へ
学
長

は
三
月
一
〇
日
ご
ろ
帰
国
す
る
こ
と
が
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

30)
。
一
九
五
七
年
四
月
一
日
に
は
沼
澤
が
学
長
に
就
任
し
、
三
月
二
〇
日

に
最
後
の
卒
業
式
を
済
ま
せ
た
パ
ッ
へ
前
学
長
は
、
四
月
二
六
日
に
帰
独
し
た

(

31)

。
パ
ッ
へ
は
、
学
長
退
任
の
間
際
ま
で
I.D.
の
こ
と
を
気

に
か
け
て
お
り
、
そ
の
申
し
送
り
事
項
の
中
で
も
、
I.D.
の
今
後
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
米
国
神
言
会
の
ラ
ル
フ
・
タ
イ

ケ
ン
神
父
（R

alp
h

T
yken

,
S

.V
.D

.

）
が
、
米
国
の
信
徒
の
軍
人
子
弟
の
た
め
に
、
南
山
大
学
で
の
学
位
取
得
が
容
易
に
な
る
よ
う
尽
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力
し
、A

ffiliation

を
推
進
し
て
き
た
た
め
、A

ffiliation

保
留
に
対
し
て
神
言
会
総
本
部
に
抗
議
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
の
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
か
ら
も
同
様
の
抗
議
が
な
さ
れ
た
。
南
山
大
学
I.D.
の
組
織
を
上
智
大
学
の
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
と
し
、

南
山
大
学
で
の
子
弟
の
学
位
取
得
を
望
む
米
国
信
徒
の
期
待
を
背
負
っ
た
ラ
ル
フ
の
顔
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。
米
国
人

の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ハ
ッ
ツ
ェ
（A

lp
h

on
se

H
otze,

S
.V

.D
.

）
に
担
当
さ
せ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た

(

32)

。

パ
ッ
ヘ
が
学
長
を
辞
し
た
後
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
そ
の
意
思
に
従
い
、
南
山
大
学
内
で
の
I.D.
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、

A
ffiliation

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
動
き
を
示
し
た
。
ま
ず
一
九
五
七
年
四
月
一
日
付
で
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
大
学
評
議

会
宛
て
の
文
書
で
、
I.D.
の
学
内
組
織
と
し
て
の
格
上
げ
を
要
求
し
た

(

33)

。
一
方
、
神
言
会
総
本
部
に
対
し
て
も
、A

ffiliatio
n

を
許
可
す

る
よ
う
要
望
す
る
書
簡
を
送
っ
た

(
34)
。
総
本
部
が
、A

ffiliation

に
つ
い
て
否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
、

こ
れ
は
一
九
五
六
年
一
〇
月
一
二
日
の
神
言
会
総
本
部
の
会
議
で
検
討
さ
れ
、
国
を
ま
た
い
だ
形
で
のA

ffiliation

が
問
題
を
起
こ
し

う
る
と
の
懸
念
か
ら
、A

ffilia
tio

n

を
許
可
す
る
か
ど
う
か
の
結
論
が
出
ず
、
そ
の
ま
ま
持
越
し
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

(

35)

。

A
ffiliation

を
前
提
に
米
国
退
役
軍
人
受
け
入
れ
機
関
の
認
可
が
既
に
下
り
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
肝
心
のA

ffiliation

推
進
の
停
滞
に

対
し
て
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
相
当
に
焦
り
を
感
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

神
言
会
総
本
部
か
らA

ffiliation

の
認
可
が
下
り
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
感
じ
て
い
た
の
は
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
米
国
留
学
中
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ル
ト
教
授
（A

lb
ert

B
old

,
S

.V
.D

.

）
か
ら
も
、A

ffiliation

推
進
の
忠
告
が
沼
澤
学
長
宛
に

な
さ
れ
た
た
め
、
フ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
ッ
テ
ン
（H

u
b

e
rt

F
la

tte
n

,
S

.V
.D

.

）
と
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ
ル
ヒ
ル
ト
（A

n
to

n

L
äm

erh
irt,

S
.V

.D
.

）
各
教
授
ら
の
協
力
も
得
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
し
て
、
神
言
会
総
本
部
へ
の
回
答
を
作
成
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
評
議
会
に
は
後
日
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(

36)

。

最
終
的
に
は
、
一
九
五
七
年
七
月
三
日
付
の
神
言
会
副
総
長
ク
ロ
ー
ス
（H

.
K

ro
e

s,
S

.V
.D

.

）
か
ら
沼
澤
宛
の
書
簡
で
、
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A

ffiliation

の
承
認
が
伝
え
ら
れ
た

(

37)

。
こ
の
こ
と
は
、
沼
澤
か
ら
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
か
ら
ア

メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
宛
て
て
、
神
言
会
総
長
カ
ッ
ペ
ン
ベ
ル
ク
（A

lois
G

rosse
K

ap
p

en
b

erg,
S

.V
.D

.

）

の
承
認
が
得
ら
れ
た
の
で
、A

ffiliation

の
た
め
の
申
請
書
類
を
書
き
上
げ
る
つ
も
り
で
あ
る
旨
、
連
絡
し
て
い
る

(

38)

。

だ
が
、
こ
れ
以
後A

ffiliation

に
関
わ
る
史
料
は
途
絶
え
て
お
り
、
大
学
評
議
会
の
議
事
録
に
も
関
係
す
る
議
題
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliatio
n

が
最
終
的
に
結
ば
れ
た
の
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

こ
れ
は
、
一
九
五
七
年
初
め
か
ら
秋
に
か
け
て
、
南
山
大
学
に
お
け
る
I.D.
の
存
在
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
事
態
が
発
生
し
、

A
ffiliation

手
続
き
以
上
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三
　
南
山
大
学
I.D.
の
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
発
生
と
そ
の
対
応

南
山
大
学
が
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliation

に
つ
い
て
の
、
神
言
会
総
本
部
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
い
た
こ
ろ
、

I.D.
の
一
学
生
の
「
卒
業
」
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
学
生
を
、
Ａ
氏
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
一
九
五
六

年
夏
よ
り
在
籍
し
て
い
た
米
国
現
役
軍
人
の
Ａ
氏
が
、
南
山
大
学
「
卒
業
」
直
前
の
一
九
五
七
年
初
め
ご
ろ
、
東
京
へ
異
動
が
決
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
問
題
は
始
ま
っ
た
。
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
、
沼
澤
副
学
長
に
対
し
て
、
一
九
五
七
年
二
月
一
八
日
付
文
書
で
、
Ａ
氏
が

経
済
学
士
号
取
得
可
能
な
単
位
を
そ
ろ
え
て
は
い
る
も
の
の
、「
卒
業
」
に
必
要
な
残
り
一
二
単
位
の
取
得
が
東
京
異
動
に
よ
り
か
な

わ
な
い
た
め
、
卒
論
と
試
験
に
よ
っ
て
単
位
を
認
め
る
旨
提
案
し
た

(

39)
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
社
会
科
学
部
長
の
田
中
藤
一
郎
教
授
は
、

二
月
二
一
日
付
で
、
沼
澤
副
学
長
に
対
し
て
、
こ
の
提
案
を
拒
否
す
る
回
答
を
示
し
た
。
南
山
大
学
に
は
経
済
学
部
・
経
済
学
科
が
存

在
し
な
い
た
め
、
経
済
学
士
号
を
授
与
す
る
根
拠
が
な
い
こ
と
、
学
則
で
は
専
門
科
目
で
六
〇
単
位
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
を
二
四
単
位
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し
か
な
い
こ
と
、
単
位
不
足
を
試
験
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
は
南
山
大
学
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
が
理
由
で
あ
る

(

40)

。
Ａ
氏
は
、

パ
ッ
へ
学
長
が
学
位
授
与
を
約
束
し
た
と
主
張
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

41)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
い
っ
た
ん
は
沼
澤
副
学
長
か
ら
チ
ャ
プ
リ

ツ
キ
ー
に
対
し
て
、
単
位
免
除
を
認
め
る
旨
回
答
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る

(

42)

。
し
か
し
な
が
ら
、
学
則
に
よ
ら
な
い
形
で
学
位
授
与
を
認
め

る
と
い
う
や
り
方
に
対
す
る
、
学
内
か
ら
の
批
判
は
強
か
っ
た
た
め
、
最
終
的
に
学
位
授
与
と
い
う
形
で
の
決
着
が
付
く
ま
で
に
以
後

五
ヶ
月
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が

(

43)

、
Ａ
氏
問
題
を
通
じ
て
、
南
山
大
学
に
お
け
る
I.D.
の
位
置
づ
け
や
運
営
の
現
状
の
問
題
点

が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
五
七
年
四
月
に
入
り
、
沼
澤
学
長
体
制
と
な
る
と
、
新
年
度
最
初
の
大
学
評
議
会
で
あ
る
四
月
八
日
の
評
議
会
か
ら
、
I.D.
に
関

す
る
検
討
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
二
）
で
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
評
議
会
開
催
に
先
立
つ
四
月
一
日
付
で
、

チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
評
議
会
に
宛
て
て
、
I.D.
の
学
内
組
織
と
し
て
の
格
上
げ
を
要
求
す
る
文
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
要
求
文
書
は

四
月
八
日
の
評
議
会
資
料
と
し
て
開
示
さ
れ
、
I.D.
の
位
置
づ
け
は
、
こ
の
会
議
で
の
主
要
な
議
題
の
一
つ
と
な
っ
た
。
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ

ー
の
説
明
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
秋
か
ら
米
軍
が
名
古
屋
付
近
か
ら
撤
退
と
の
風
聞
は
事
実
で
は
な
く
、
第
五
空
軍
の
本
部

が
ハ
ワ
イ
に
移
転
す
る
の
み
で
あ
り
、
I.D.
受
講
生
の
減
少
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
組
織
の
改
善
や
広
報
に
よ
っ
て
受
講
者
数
増
も
考

え
ら
れ
る
。
経
済
的
に
は
一
科
目
に
つ
き
受
講
者
が
三
、
四
人
あ
れ
ば
収
支
は
合
い
、
受
講
生
が
帰
国
後
に
南
山
大
学
の
良
い
評
価
を

伝
え
る
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、
米
国
神
言
会
の
ラ
ル
フ
神
父
を
助
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
I.D.
の
単
位
が
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
例
は
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
経
済
学
士
号
授
与
は
無
理
に
し
て
も
教
育
学
士
号
の
授
与
は
可
能
で
あ
る
。

従
来
は
授
業
の
提
供
の
み
で
あ
り
、
履
修
登
録
も
小
牧
や
守
山
の
米
軍
の
オ
フ
ィ
ス
が
取
り
扱
っ
て
き
た
た
め
、
学
士
号
を
出
せ
な
か

っ
た
が
、
近
い
将
来
に
は
、
南
山
大
学
の
「
学
生
」
と
し
て
直
接
登
録
を
行
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
上
智
大
学
の
場
合
は
、
ア
ロ
イ

シ
ウ
ス
・
ミ
ラ
ー
神
父
（A

loysiu
s

J.
M

iller,
S

.J.

）
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
渡
米
し
て
研
究
し
た
の
ち
、
帰
国
し
て
国
際
部
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の
部
長
（D

ean

）
と
な
っ
て
運
営
し
て
お
り
、
評
判
が
よ
い
。
上
智
大
学
の
場
合
、
外
国
人
学
生
を
対
象
と
す
る
部
を
作
る
こ
と
に

つ
い
て
、
文
部
省
は
関
知
し
な
い
と
し
、
在
籍
者
数
の
み
報
告
の
義
務
を
負
わ
せ
て
き
て
い
る
、
と

(

44)

。
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー

の
説
明
の
の
ち
、
外
国
人
学
生
も
南
山
大
学
の
一
般
の
学
生
と
同
様
に
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
学
位
を
望
む
者
に
つ
い

て
は
必
要
単
位
を
取
得
し
た
場
合
の
み
と
す
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
学
士
号
を
取
得
し
う
る
授
業
を
限
定
す
る
必
要
は
当
然
あ
る
、
と

い
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
、
I.D.
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
I.D.
の
存
続
の
可
否
や
担
当
者
の
問
題
、
経
営
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
再
検
討
す
る
こ
と
と
決
定
し
た

(

45)

。

こ
れ
に
よ
り
、
I.D.
に
関
す
る
再
検
討
を
行
う
委
員
会
の
委
員
の
人
選
が
進
め
ら
れ
た
。
委
員
の
決
定
は
二
転
三
転
し
、
最
終
的
に
一

九
五
七
年
五
月
一
四
日
起
案
に
よ
り
確
定
し
た
と
思
わ
れ
る
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
パ
ウ
ロ
・
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
、
ペ
ー
タ
・
フ
ェ

ン
ネ
（P

eter
V

en
n

e,
S

.V
.D

.
）、
木
村
太
郎
、
田
中
藤
一
郎
、
長
坂
源
一
郎
、
稲
垣
良
典
、
船
橋
興
一
、
田
北
耕
也
、
ア
ル
フ
ォ
ン

ス
・
ハ
ッ
ツ
ェ
、
今
川
憲
次
の
一
〇
名
の
教
授
お
よ
び
講
師
で
あ
っ
た

(

46)

。
こ
の
委
員
会
の
任
務
は
、
I.D.
の
課
程
に
つ
い
て
根
本
的
な
再

検
討
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(

47)

。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
委
員
会
の
議
事
録
は
所
在
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
委
員
会
が
実

際
に
ど
の
よ
う
な
任
務
を
果
た
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

沼
澤
学
長
は
、
Ａ
氏
問
題
へ
の
具
体
的
対
応
の
み
な
ら
ず
、
I.D.
の
位
置
づ
け
や
運
営
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
南
山
大
学

内
の
み
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
、
東
京
の
日
華
文
化
研
究
所
に
い
た
ハ
ッ
ツ
ェ
に
、
上
智
大
学
国
際
部
の
状
況
を

確
認
の
上
、
南
山
大
学
の
I.D.
を
ど
う
す
る
べ
き
か
の
意
見
を
求
め
る
と
同
時
に

(

48)

、
学
長
秘
書
室
の
瀧
田
慎
吉
に
東
京
出
張
を
命
じ
て
、

上
智
大
学
国
際
部
に
つ
い
て
直
接
情
報
収
集
を
図
ろ
う
と
し
た

(

49)

。
そ
し
て
、
Ａ
氏
問
題
が
、
I.D.
の
学
内
で
の
位
置
づ
け
や
運
営
方
法
の

あ
い
ま
い
さ
に
起
因
す
る
と
見
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
根
本
的
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
沼
澤
学
長
が
取
り
組
も
う
と
し
た
矢

先
に
、
I.D.
学
生
に
関
わ
る
も
う
一
つ
の
問
題
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
Ｂ
氏
問
題
と
し
て
、
見
て
い
く
こ
と
に
し
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よ
う
。

そ
れ
は
、
一
九
五
四
年
に
I.D.
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
Ｂ
氏
が
、
南
山
大
学
の
入
学
許
可
を
得
て
い
る
と
し
て
、
米
国
で
日
本

行
き
の
査
証
発
給
を
申
請
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
五
七
年
八
月
二
〇
日
付
で
、
文
部
省
か
ら
南
山
大
学
教
務
課

長
宛
に
、
法
務
省
入
国
管
理
局
よ
り
、
Ｂ
氏
の
入
国
申
請
を
許
可
し
て
よ
い
か
の
問
い
合
わ
せ
が
文
部
省
に
あ
っ
た
た
め
、
入
学
を
許

可
し
て
い
る
の
な
ら
そ
の
選
考
方
法
、
入
学
す
る
学
部
・
学
科
・
学
年
、
保
証
人
の
住
所
・
氏
名
・
職
業
を
回
答
す
る
よ
う
に
と
の
問

い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た

(

50)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
山
大
学
藤
木
敦
實
教
務
部
長
（
文
学
部
教
授
）
は
、
Ｂ
氏
に
対
し
て
正
式
の
入
学
許
可

は
与
え
て
い
な
い
が
、
一
九
五
四
年
五
月
よ
り
六
月
ま
で
の
二
ヶ
月
間
、
I.D.
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
旨
、
回
答
し
た

(

51)

。
回
答
後
の
九
月
四

日
付
で
、
文
部
省
か
ら
今
度
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
書
類
の
写
し
を
添
付
の
上
、「In

te
rn

a
tio

n
a

l

D
ivision

」
と
は
、
学
校
教
育
法
で
定
め
ら
れ
た
大
学
の
課
程
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た

(

52)

。
こ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
、

外
国
人
で
聴
講
生
の
資
格
で
南
山
大
学
に
設
け
ら
れ
た
科
目
を
履
修
す
る
者
を
、
学
内
の
取
り
扱
い
の
便
宜
か
ら
、
I.D.
の
学
生
と
呼
ん

で
い
る
、
と
回
答
が
な
さ
れ
た

(

53)

。

こ
う
し
て
、
文
部
省
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
当
座
の
回
答
で
済
ま
せ
た
も
の
の
、
い
よ
い
よ
学
内
的
に
I.D.
の
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
、
そ
の
運
営
を
透
明
化
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
Ａ
氏
問
題
が
I.D.
学
生
の
「
卒
業
」
判
定
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
Ｂ
氏
問
題
は
I.D.
学
生
の
「
入
学
」
手
続
き
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
文
学
部
教
授
直
井
豊
が
、
外
国
人
学
生
全
般
に
関
す
る

規
則
や
、
特
に
I.D.
在
学
生
を
念
頭
に
置
い
た
外
国
人
学
生
に
関
す
る
臨
時
措
置
内
規
の
制
定
に
当
た
り
、
一
九
五
七
年
九
月
一
二
日
付

で
規
則
案
が
作
成
さ
れ
た

(

54)

。

一
九
五
七
年
九
月
一
七
日
の
大
学
評
議
会
で
は
、
I.D.
の
教
務
関
係
事
務
を
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
の
担
当
か
ら
、
教
務
課
に
移
管
し
、
学

部
長
や
教
務
部
長
の
関
知
し
な
い
入
学
許
可
証
明
な
ど
の
発
行
を
防
ぐ
た
め
に
、
I.D.
関
係
の
公
文
書
は
す
べ
て
教
務
課
を
通
じ
て
行
う
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こ
と
に
す
る
、
と
い
う
学
長
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
直
井
の
立
案
に
よ
る
「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
則
案
」
が
審
議
さ
れ
た
。

規
則
案
に
対
し
て
は
、
こ
の
規
則
と
学
則
と
の
関
係
を
明
確
化
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
米
国
軍
人
に
つ
い
て
は
例
外
規
定

を
設
け
る
必
要
性
や
、
名
称
を
「
国
際
部
」
で
は
な
く
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
す
る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ

れ
た
。
ま
ず
は
、
本
科
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
た
め
に
委
員
会
を
設
け
て
選
考
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
規
則
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
っ
た

(

55)

。

一
九
五
七
年
一
〇
月
二
一
日
開
催
の
次
の
大
学
評
議
会
で
、
直
井
は
規
則
案
の
修
正
案
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
前
回
評
議
会
の

審
議
で
指
摘
さ
れ
た
学
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
、
入
学
者
の
資
格
と
し
て
学
則
の
定
め
る
入
学
資
格
を
持
ち
、
当
該
国

の
政
府
や
出
先
機
関
の
委
託
生
、
ま
た
は
日
本
国
の
入
国
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
原
案
の
条
文
を
削
除
す
る
こ
と
、
上
智
大

学
に
な
ら
い
、
ま
た
在
学
中
の
I.D.
学
生
の
一
般
的
理
解
に
基
づ
き
、
学
士
号
取
得
に
必
要
な
I.D.
学
生
の
最
低
在
学
年
数
を
一
年
、
専
門

科
目
二
四
単
位
と
す
る
こ
と
、
と
い
う
三
点
を
修
正
点
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
審
議
の
結
果
、
直
井
の
修
正
案
は
撤
回
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
こ
の
規
則
の
目
的
は
、
外
国
人
学
生
を
正
規
の
学
生
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
修
正
案
は
I.D.
学
生
に
つ
い
て
の
例
外
規
定
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
点
、
南
山
大
学
と
米
軍
と
の
約
束
と
い
う
、
評
議
会

の
関
知
し
て
い
な
か
っ
た
事
項
を
既
定
の
事
実
と
し
て
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
例
外
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
文
部
省
か
ら
問

題
の
指
摘
を
受
け
る
危
険
性
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例
外
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、
I.D.
問
題
を
Ａ
氏
問
題
の
発
生
以
前
に
後
退
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
点
で
、
審
議
に
値
し
な
い
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る

(

56)
。

だ
が
、
米
軍
と
の
契
約
や
受
講
生
が
在
籍
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
る
と
、
I.D.
の
存
在
を
前
提
と
す
る
規
則
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
の
が
、
実
情
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
一
二
月
二
日
開
催
の
大
学
評
議
会
で
は
、
米
国
現
役
軍
人
に
つ
い
て
は
特
別
の
扱
い
を

す
る
内
規
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
九
月
一
二
日
付
の
「
外
国
人
に
関
す
る
規
定
案
」
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
修
正
や
削
除
を
行
う
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こ
と
で
可
決
し
た

(

57)

。

規
則
の
作
成
と
平
行
し
て
、
沼
澤
学
長
は
、
当
時
在
籍
し
て
い
た
I.D.
学
生
に
対
し
て
、
南
山
大
学
で
の
卒
業
所
要
取
得
に
つ
い
て
周

知
徹
底
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
こ
れ
を
教
務
部
長
に
命
じ
た

(

58)

。
I.D.
で
の
最
低
在
学
年
数
と
最
低
取
得
必
要
単
位
数
を
確
定
す
る
た
め
に
、

I.D.
運
営
委
員
会
が
一
〇
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ

(

59)

、
転
勤
の
多
い
軍
人
が
学
士
号
を
取
得
す
る
便
宜
を
考
え
て
、
専
門
科
目
を
三
〇
単
位

と
す
れ
ば
問
題
を
生
じ
な
い
と
の
合
意
を
得
、
学
長
の
指
示
に
対
す
る
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
米
国
軍
に
軍
籍
を
有
す
る
者
に
限
っ

て
は
、
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
一
二
四
単
位
（
う
ち
体
育
科
目
四
単
位
）
と
し
、
そ
の
う
ち
卒
業
論
文
四
単
位
を
含
む
三
〇
単
位
は
専

門
単
位
と
し
て
南
山
大
学
で
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
米
国
軍
に
軍
籍
を
有
す
る
者
と
は
現
役

軍
人
を
指
し
、
退
役
軍
人
は
含
ま
な
い
こ
と
、
専
門
単
位
と
は
、
専
門
科
目
中
の
専
攻
科
目
の
こ
と
を
指
す
と
の
合
意
が
な
さ
れ
た

(

60)

。

最
後
に
、
I.D.
学
生
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
則
の
作
成
過
程
で
内
規
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

削
除
さ
れ
た
部
分
を
中
心
に
内
規
が
作
成
さ
れ
、
一
九
五
七
年
一
二
月
九
日
開
催
大
学
評
議
会
で
報
告
さ
れ
、
了
承
を
得
た
。
こ
の
内

規
で
は
、
米
軍
の
委
託
を
受
け
た
者
の
た
め
に
特
別
学
科
と
し
て
I.D.
を
設
け
、
そ
の
運
営
に
は
、
各
学
部
長
・
教
務
部
長
・
学
生
部

長
・
学
生
の
専
攻
す
る
学
科
目
の
学
科
長
、
そ
の
他
の
教
職
員
か
ら
な
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
運
営
委
員
会
」

が
当
た
る
こ
と
と
規
定
し
た

(

61)

。

こ
う
し
て
、
I.D.
の
運
営
は
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
を
中
心
と
し
た
数
名
の
学
内
関
係
者
が
も
っ
ぱ
ら
行
う
も
の
か
ら
、
専
門
委
員
会
を

設
け
た
形
へ
と
変
化
し
た

(

62)

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
運
営
は
必
ず
し
も
円
滑
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
を
中
心

と
し
た
数
名
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
不
満
や
不
信
感
が
、
委
員
の
間
で
は
く
す
ぶ
っ
て
い
た

(

63)

。
そ
れ
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た

の
が
、
一
九
五
九
年
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
I.D.
の
抜
本
的
改
革
の
必
要
性
が
改
め
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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四
　
南
山
大
学
I.D.
の
抜
本
的
改
革
と
そ
の
終
焉

I.D.
の
運
営
は
、
委
員
会
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
米
軍
と
の
交
渉
は
依
然
と
し
て
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
が
担

当
し
て
い
た

(
64)

。
一
九
五
八
年
末
段
階
で
I.D.
運
営
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た

(

65)

、
文
学
部
長
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
教
授
（E

rw
in

Y
ah

n

）

は
、
I.D.
運
営
委
員
会
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
に
、
い
ら
だ
ち
を
募
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

66)

。

一
九
五
九
年
一
月
二
六
日
開
催
の
大
学
評
議
会
に
お
い
て
、
ヤ
ー
ン
は
、
I.D.
の
廃
止
、
な
い
し
は
再
編
成
の
必
要
を
提
案
し
た

(

67)

。
添

付
資
料
に
即
し
た
提
案
理
由
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
で
は
日
本
の
I.D.
に
相
当
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
は
ず
だ
が
、

上
智
大
学
が
実
例
を
示
し
、
文
部
省
も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
名
古
屋
で
は
軍
人
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
将
来
的
に
増
加
す

る
見
込
み
も
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
外
国
人
学
生
を
教
育
す
る
機
関
と
し
て
現
在
の
I.D.
は
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
本
年

六
月
を
も
っ
て
廃
止
し
た
い
。
も
し
I.D.
を
存
続
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
再
編
成
が
必
要
で
あ
る
、
と
。
ま
た
、
口
頭
で
の
補
足
説
明
で
は
、

I.D.
運
営
委
員
長
で
あ
る
自
分
に
は
、
外
国
人
学
生
の
扱
い
に
関
し
て
何
の
権
限
も
与
え
ら
れ
ず
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
が
一
人
で
処
理
し

て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
指
摘
し
、
入
学
に
当
た
っ
て
の
書
類
に
自
分
は
目
を
通
し
た
こ
と
が
な
く
、
ま
っ
た
く
相
談
が
な
か
っ
た

と
の
不
満
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
く
審
議
の
中
で
は
、
I.D.
運
営
委
員
会
の
委
員
も
、
ま
た
経
理
部
長
、
人
事
部
長
な
ど
I.D.
運
営
に
関
係
す

る
は
ず
の
部
局
の
関
係
者
も
、
I.D.
の
運
営
の
実
態
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
状
況
を
把
握
で
き
て
い
な
い
旨
の
意
見
が
相
次
い
だ
。
I.D.
運
営

委
員
会
が
期
待
さ
れ
た
機
能
を
果
た
し
得
て
い
な
い
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
、
外
国
人
学
生
全
般
の
問
題
を
正
式
に
か
つ
公
正
に
処
理

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
I.D.
運
営
委
員
会
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
な
委
員
会
を
、
学
長
が
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

(

68)

。

こ
う
し
て
、「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
研
究
委
員
会
」
の
設
置
が
、
一
九
五
九
年
一
月
二
六
日
付
で
起
案
さ
れ
た
。
職
能
と
し
て
は
、

米
国
軍
人
を
含
む
外
国
人
学
生
の
本
学
在
学
に
関
す
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
根
本
的
に
研
究
し
、
そ
の
適
切
・
妥
当
な
取
り
扱
い
方
法
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を
立
案
し
、
大
学
評
議
会
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
委
員
長
と
し
て
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
教
授
、
委
員
に
は

パ
ウ
ロ
・
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ハ
ッ
ツ
ェ
、
ペ
ー
タ
・
フ
ェ
ン
ネ
、
直
井
豊
各
文
学
部
教
授
、
お
よ
び
伊
藤
孝
一
・

長
坂
源
一
郎
各
講
師
、
お
よ
び
稲
垣
良
典
助
教
授
が
任
命
さ
れ
た

(

69)

。

外
国
人
学
生
に
関
す
る
研
究
委
員
会
は
、
第
一
回
の
会
合
を
一
九
五
九
年
二
月
四
日
に
開
催
し
た

(

70)

。
出
席
者
は
伊
藤
を
除
く
七
名
の

委
員
で
あ
っ
た
。
最
初
に
委
員
長
ヤ
ー
ン
よ
り
切
り
出
さ
れ
た
の
は
、
I.D.
の
現
状
、
特
に
そ
の
在
籍
資
格
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

I.D.
学
生
に
関
す
る
「
外
国
人
に
関
す
る
臨
時
措
置
内
規
」
に
従
え
ば
、
米
国
軍
人
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ヤ
ー
ン
の
問

い
に
対
し
て
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
、
当
初
か
ら
「
家
族
（d

ep
en

d
en

ts

）」
も
含
ま
れ
て
い
た
と
回
答
し
た
。
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は

ま
た
、
こ
の
規
則
が
民
間
人
（civilian

）
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
ヤ
ー
ン
は
、
現
行
の
規
則
で
は
、
一
般
の
外

国
人
は
入
学
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
。
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
と
直
井
は
、
現
在

入
学
し
て
い
る
外
国
人
学
生
は
、「
暫
定
的
（p

rovision
ally

）」
に
許
可
し
て
入
学
さ
せ
て
い
る
と
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
I.D.
に
は
、
根
本
原
則
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
で
は
お
よ
そ
の
合
意
が
得
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
I.D.
の
現
状
確
認
や
国
際
基
督

教
大
学
の
例
の
紹
介
、
卒
業
証
書
授
与
の
問
題
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
委
員
会
の
続
行
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
会
議
は
終
了

し
た

(

71)

。
二
月
四
日
の
会
議
終
了
後
、
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
稲
垣
は
、
委
員
長
ヤ
ー
ン
に
当
て
て
「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
研
究
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
学
長
秘
書
室
に
も
提
出
し
て
、
ヤ
ー
ン
も
同
意
見
の
た
め
、
意
見
書
で
の
提
案
を

実
行
に
移
し
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
二
月
四
日
開
催
の
委
員
会
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
特
定
の
委
員
に
発
言
が
偏

ら
ず
冷
静
に
議
論
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
大
学
評
議
会
に
対
し
て
、
こ
の
問
題
の
審
議
に
必
要
な
資
料
を
提
供
す
る
た
め
、
各
位
委
員

に
討
議
す
べ
き
重
要
問
題
を
包
括
す
る
質
問
書
を
送
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
質
問
書
の
試
案
も
添
え
ら
れ
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て
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
I.D.
の
賛
成
者
も
反
対
者
も
自
分
の
主
張
の
正
し
さ
を
確
信
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
の
今
後
の
決
定
は
、
政

策
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
学
の
態
度
を
速
や
か
に
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
付
言
さ
れ
て
い
た

(

72)

。

稲
垣
の
こ
の
提
案
に
基
づ
き
、
ヤ
ー
ン
は
一
九
五
九
年
二
月
六
日
付
で
、
委
員
会
の
各
委
員
に
対
し
て
、
質
問
書
を
送
り
、
後
日
各

委
員
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た

(

73)

。
こ
れ
ら
は
ヤ
ー
ン
に
よ
っ
て
集
約
さ
れ
、
一
九
五
九
年
三
月
一
九
日
開
催
の
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
の
出
席
者
は
、
ハ
ッ
ツ
ェ
、
伊
藤
を
除
く
六
名
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ヤ
ー
ン
よ
り
、
回
答
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
、
委
員
会
の

意
見
と
し
て
学
長
に
提
出
す
べ
き
事
項
の
審
議
手
順
を
確
認
し
た
後
、
審
議
に
入
っ
た
。
議
論
で
は
、
I.D.
運
営
に
直
接
携
わ
る
直
井
か

ら
、
現
状
を
擁
護
す
る
発
言
も
見
ら
れ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
現
状
に
問
題
が
多
く
、
手
続
き
の
透
明
性
の
必
要
性
が
あ
る
点
で
合

意
が
得
ら
れ
た
。
最
後
に
、
委
員
会
は
任
務
を
果
た
し
た
と
し
て
、
解
散
を
学
長
に
進
言
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

(

74)

。

外
国
人
学
生
に
関
す
る
研
究
委
員
会
の
結
論
の
報
告
は
、
一
九
五
九
年
三
月
二
八
日
開
催
大
学
評
議
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
が
、
外

国
人
学
生
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
規
則
制
定
の
必
要
も
あ
る
た
め
、
審
議
は
次
回
に
延
期
と
さ
れ
た

(

75)

。
そ
の
後
、
ヤ
ー
ン
は
、
委
員

に
対
す
る
質
問
書
の
回
答
の
概
要
を
ま
と
め
た
資
料
を
添
付
し
て
、
沼
澤
学
長
に
委
員
会
の
結
論
を
報
告
し
た

(

76)

。
こ
の
報
告
書
で
の
委

員
会
の
結
論
は
、
一
〇
の
提
言
に
ま
と
め
ら
れ
、
I.D.
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
の
考
慮
や

学
内
で
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
、
学
長
任
命
に
よ
る
よ
り
強
力
な
組
織
体
制
、
よ
り
厳
密
な
入
学
許
可
・
履
修
登
録
・
単
位
付
与
・
卒

業
判
定
の
手
続
き
の
確
立
、
良
質
な
コ
ー
ス
の
提
供
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

I.D.
学
生
の
取
り
扱
い
が
審
議
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
以
上
の
ち
の

(

77)

、
一
九
五
九
年
六
月
二
二
日
開
催
の
大
学
評
議
会
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
直
井
豊
か
ら
、
六
月
一
五
日
開
催
の
「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
委
員
会

(

78)

」
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

ヤ
ー
ン
と
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
の
間
で
、
I.D.
の
運
営
に
関
し
て
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
受
講
者
の
身
分
が
長
期
に
わ
た

っ
て
不
定
で
あ
る
状
況
を
解
決
す
る
た
め
の
臨
時
措
置
を
取
る
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
暫
定
的
に
勉
学
を
認
め
て
い
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た
外
国
人
学
生
の
単
位
を
南
山
大
学
の
単
位
と
し
て
認
め
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
う
ち
希
望
す
る
も
の
は
、
一
九
五
九
年
度
九
月

よ
り
学
部
学
生
と
し
て
認
め
る
こ
と
、
外
国
人
学
生
の
指
導
は
学
長
秘
書
（S

ecretary
G

en
eral

of
th

e
O

ffice
of

th
e

P
resid

en
t

）

が
当
た
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
学
士
号
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
日
本
語
の
講
義
を
理
解
す
る
に
足
る
日
本
語
の
知
識
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
審
議
で
は
、
こ
の
措
置
に
対
す
る
疑
義
も
提
起
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
提
案
は
在
学
中
の
I.D.
学
生

に
対
す
る
臨
時
措
置
と
し
て
可
決
さ
れ
た

(

79)

。

こ
う
し
て
、
当
時
I.D.
に
在
籍
し
て
い
た
外
国
人
学
生
は
、
正
規
の
学
生
と
し
て
南
山
大
学
の
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
措
置
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
三
年
一
〇
月
の
開
設
か
ら
六
年
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
南
山
大
学
I.D.
は
、
こ
こ
で
い
っ
た

ん
そ
の
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
に
代
わ
り
、
ハ
ッ
ツ
ェ
が
新
た
に
学
長
秘
書
と
し
て
I.D.
の
担
当
者
に
任
じ
ら
れ
、
厳
密
に
米
国
現
役
軍
人
の
み
を

受
け
入
れ
る
機
関
と
し
て
再
編
さ
れ
た
I.D.
は
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る

(

80)

。

ハ
ッ
ツ
ェ
体
制
の
下
で
、
I.D.
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
点
も
多
い
が
、
南
山
大
学
史
料
室
や
南
山
学

園
史
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
ハ
ッ
ツ
ェ
体
制
と
な
っ
て
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
I.D.
の
コ
ー
ス
案
内
の
ガ
リ
版
刷
り
文
書
は
、
新

制
I.D.
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
い
く
つ
か
与
え
て
く
れ
る

(

81)
。

一
九
六
〇
年
一
二
月
五
日
付
で
完
成
し
、
米
国
現
役
軍
人
に
配
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
一
九
六
一
年
春
学
期
の
コ
ー
ス
案
内
に
は
、

I.D.
で
開
講
可
能
な
コ
ー
ス
の
リ
ス
ト
や
担
当
者
、
開
講
曜
日
時
間
帯
、
費
用
、
最
低
受
講
者
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
点

は
ま
ず
、「
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
は
、
す
べ
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
」（“T

h
e

se
c

o
u

rse
s

a
re

a
ll

accred
ited

b
y

th
e

U
n

iversity
of

M
arylan

d
.”

）
と
し
て
、
米
国
を
離
れ
て
日
本
に
滞
在
す
る
間
も
大
学
の
単
位
を
取
得
す
る
機
会

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
よ
る
認
定
な
ど
が
大
学
評
議
会
で
審
議
さ
れ
た
形
跡
が
み
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ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
新
制
I.D.
は
南
山
大
学
の
教
員
が
授
業
を
担
当
す
る
も
の
の
、
大
学
組
織
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
に
小
牧
で
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
極
東
部
が
授
業
を
開
講
し
て
い
た
こ
と

か
ら

(

82)
、
新
制
I.D.
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
極
東
部
と
乗
り
入
れ
る
形
、
な
い
し
は
こ
れ
を
肩
代
わ
り
す
る
よ
う
な
形
で
コ
ー
ス
を
提
供
し

た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
コ
ー
ス
案
内
の
最
後
の
段
落
に
あ
る
、「
南
山
国
際
学
校
へ
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
」（“W

e

w
elcom

e
you

to
join

ou
r

N
an

zan
In

tern
ation

al
S

ch
ool.”

）
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
I.D.
が
再
編
成
さ
れ
て
、
ハ
ッ
ツ
ェ
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
九
五
九
年
に
は
、
同
年
か
ら
翌
一
九
六
〇
年
ま
で
一
年
弱
に
わ
た
っ
て
南
山
大
学
に
置
か
れ
た
、
南
山
国
際
小

学
校
（N

an
zan

C
am

p
u

s
G

rad
e

S
ch

ool

）
の
校
長
を
ハ
ッ
ツ
ェ
と
す
る
こ
と
や
、
一
般
向
け
の
夜
間
英
語
コ
ー
ス
の
運
営
に
ハ
ッ

ツ
ェ
と
直
井
が
当
た
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る

(

83)

。
こ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
こ
の
一
文
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
I.D.
を
は
じ
め
、
南

山
大
学
が
実
態
と
し
て
行
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、南
山
大
学
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
組
織
が
、

ハ
ッ
ツ
ェ
の
担
当
の
下
に
置
か
れ
、
そ
れ
ら
をN

an
zan

In
tern

ation
al

S
ch

ool

と
称
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

(

84)

。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
南
山
大
学
I.D.
の
開
設
か
ら
終
焉
に
至
る
ま
で
の
、
主
と
し
て
制
度
的
な
側
面
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ

の
変
遷
を
見
て
き
た
。

南
山
大
学
I.D.
や
、
同
様
の
教
育
機
関
と
し
て
発
足
し
た
上
智
大
学
国
際
部
は
、
連
合
国
軍
に
よ
る
占
領
お
よ
び
米
軍
の
駐
留
と
い
う
、

戦
後
日
本
の
特
殊
な
状
況
の
も
と
で
営
ま
れ
た
、
特
殊
な
教
育
機
関
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
機
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関
は
、
日
本
の
高
等
教
育
史
に
と
っ
て
、
よ
り
一
般
性
の
あ
る
重
要
な
意
義
を
秘
め
て
い
る
。

上
智
大
学
国
際
部
に
つ
い
て
高
祖
敏
明
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
I.D.
を
大
学
開
放
の
一
事
例
と
み
な
す
こ
と
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
南
山
大
学
I.D.
と
は
、
外
国
人
教
員
や
海
外
留
学
経
験
の
あ
る
日
本
人
教
員
を
多
く
抱
え
る
と
い
う
特
色
を
生
か
し
て
、
南
山
大
学

が
米
国
軍
人
な
ど
の
「
正
規
」
の
学
生
で
は
な
い
人
々
に
対
し
て
も
、
多
様
な
教
育
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
日

本
の
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
今
日
で
こ
そ
、
多
様
な
入
学
試
験
制
度
や
外
国
人
留
学
生
別
科
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
門
、
国
内
外

の
大
学
間
の
編
入
学
制
度
や
単
位
互
換
制
度
と
い
っ
た
、多
様
な
学
び
の
形
態
を
保
証
す
る
よ
う
な
制
度
的
基
盤
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
一
九
五
〇
年
代
と
い
う
時
期
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
多
様
な
学
び
の
形
態
は
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
想
定
外
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
I.D.
は
、
今
日
的
な
大
学
開
放
の
形
態
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
南
山
大
学
I.D.
の
意
義
は
、
単
に
大
学
開
放
の
先
駆
的
な
事
例
で
あ
る
と
い
う
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
先
駆
性
ゆ
え
に
、

I.D.
は
制
度
的
基
盤
を
欠
い
た
ま
ま
、
実
態
の
み
が
先
行
し
た
形
で
存
在
し
た
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
の
高
等
教
育
の
中
の
米
国
高
等

教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
I.D.
と
い
う
特
殊
な
教
育
機
関
に
必
然
的
に
生
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
諸
問
題
は
、
あ
る
意
味
で
、

当
時
の
米
国
の
高
等
教
育
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
日
米
の
高
等
教
育
の
狭
間
に
置
か
れ
た
人
々
を
通
じ
て
、
当
時
の
日
本
の
高
等
教
育

に
対
し
て
本
質
的
な
問
い
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
日
本
の
大
学
の
「
課
程
」
と
は
何
か
、
大
学

の
構
成
員
の
う
ち
誰
を
「
学
生
」
と
呼
び
う
る
の
か
、
何
を
も
っ
て
「
単
位
」
や
「
学
位
」
を
取
得
し
た
と
み
な
す
の
か
、
と
い
う
問

い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
制
度
的
に
保
証
す
る
の
が
、
チ
ャ
ー
タ
ー
リ
ン
グ
（
設
置
認
可
）、
お
よ
び
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
資
格

認
可
）
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
日
本
の
高
等
教
育
と
は
異
な
り
、
米
国
の
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

(

85)

。
そ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
が
、
米
国
で
今
日
の
よ
う
な
形
へ
と
確
立
し
て
く
る

の
は
、
ま
さ
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
米
国
で
は
、「
退
役
軍
人
援
護
法
」
施
行
の
も
と
で
、
高
等
教
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育
機
関
は
多
数
の
非
伝
統
型
の
学
生
を
抱
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
、
大
き
な
変
化
を
経
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
南
山
大
学
I.D.
の
開
設
と
終
焉
の
過
程
を
見
て
く
る
と
、
占
領
下
の
日
本
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
と
し
て
大

学
基
準
協
会
が
設
立
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
米
国
の
高
等
教
育
自
体
が
当
時
経
験
し
て
い
た
変
化
や
、
米
国
外
に
滞
在
し
て
い
た
軍
人

の
教
育
問
題
の
本
質
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う

か

(

86)

。
そ
し
て
、「
退
役
軍
人
援
護
法
」
と
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
が
、
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
I.D.

を
眺
め
た
と
き
、「
退
役
軍
人
援
護
法
」
は
単
に
退
役
軍
人
に
関
わ
る
も
の
、
単
に
退
役
軍
人
受
け
入
れ
機
関
の
認
定
に
関
わ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
の
み
、
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
米
国
外
の
教
育
機
関
を
、
米
国
の
教
育
機
関
と
同
等
の
教
育
機
関
と
し

て
資
格
認
定
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
、
と
の
推
論
が
可
能
と
な
る
。
I.D.
の
「
退
役
軍
人
援
護
法
」
の
適
用
対
象
機
関
と
し
て
の
認

定
を
通
知
し
た
文
書
の
、
次
の
よ
う
な
一
文
は
、
ま
さ
に
こ
の
推
論
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
決
定
は
、
日
本
の
文
部
省

の
監
督
下
に
あ
る
日
本
の
高
等
教
育
機
関
の
一
部
で
あ
る
南
山
大
学
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
高
等
教
育
の
う
ち
の
資
格
認
定
さ
れ
た

機
関
で
の
、
高
等
教
育
の
課
程
履
修
の
た
め
の
入
学
要
件
と
同
等
の
、
学
位
課
程
履
修
の
た
め
の
入
学
要
件
を
有
す
る
と
い
う
事
実
に

基
づ
き
、
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（“T

h
is

d
eterm

in
ation

h
as

b
een

b
ased

on
th

e
fact

th
at

N
an

zan
U

n
iversity,

N
agoya,

Jap
an

,
a

p
art

of
th

e
h

igh
er

ed
u

cation
of

Jap
an

u
n

d
er

th
e

su
p

ervision
of

th
e

M
in

istry
of

E
d

u
cation

of
Jap

an
,

h
as

en
tran

ce
req

u
irem

en
ts

for
ad

m
ission

to
th

e
ab

ove
cou

rses
w

h
ich

are
eq

u
ivalen

t
to

th
e

en
tran

ce
req

u
irem

en
ts

for

ad
m

ission
in

to
cou

rses
of

h
igh

er
learn

in
g

in
accred

ited
in

stitu
tion

s
of

h
igh

er
learn

in
g

in
th

e
U

n
ited

S
tates

of

A
m

erica.”

）

(

87)

。

南
山
大
学
I.D.
の
実
態
の
さ
ら
な
る
解
明
は
、
日
本
高
等
教
育
史
研
究
、
米
国
高
等
教
育
史
研
究
、
お
よ
び
と
り
わ
け
占
領
期
に
関
わ

る
日
米
高
等
教
育
関
係
史
研
究
に
資
す
る
作
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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註
(

1)
高
祖
敏
明
「
新
制
上
智
大
学
の
公
開
講
座
の
再
編
成

（
一
）」『
上
智
大
学
教
育
学
論
集
』
二
四
号
、
一
九
八
九
年
。

一
‐
三
一
頁
。

(

2)

木
村
宗
男
編
『
講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育
一
五
　
日

本
語
教
育
の
歴
史
』
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
所
収
の
日

本
語
教
育
史
年
表
に
は
、「
上
智
大
学
日
本
語
集
中
講
座
開

催
」
が
言
及
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
書
所
収
の
窪
田
富
男

「
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
」（
一
八
三
頁
‐
二
一
一

頁
）
の
中
で
は
、「
私
立
大
学
の
留
学
生
コ
ー
ス
」
と
し
て
、

「
国
際
部
」
な
ど
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
国
際
部
」
を
称
す
る
機
関
で
あ
っ
て
も
、
上
智
大
学
国
際

部
と
、
た
と
え
ば
早
稲
田
大
学
国
際
部
の
よ
う
な
学
生
の

国
際
交
流
の
た
め
の
機
関
で
あ
る
「
国
際
部
」
と
は
、
性

格
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
早
稲
田

大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
五
巻
、

一
九
九
七
年
を
参
照
。

(

3)

犬
塚
典
子
『
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
に
よ
る
大
学
生
経
済
支

援
政
策
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
六
年
、
五
〇
頁
。

(

4)

「
退
役
軍
人
援
護
法
」
と
は
、
軍
人
が
除
隊
後
の
教
育

訓
練
の
費
用
や
生
活
費
を
米
国
政
府
が
補
助
す
る
こ
と
を

規
定
し
た
法
律
で
あ
り
、G

.I.
B

ill

の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

南
山
大
学
I.D.
は
朝
鮮
戦
争
に
関
わ
る
「
一
九
五
二
年
退
役

軍
人
援
護
法
」
の
適
用
を
受
け
た
が
、
上
智
大
学
国
際
部

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
お
よ
び
朝
鮮
戦
争
の
両
方
に
関
わ

る
法
律
（「
一
九
四
四
年
退
役
軍
人
援
護
法
」
お
よ
び
「
一

九
五
二
年
退
役
軍
人
援
護
法
」）
の
適
用
を
受
け
て
い
た
。

S
O

P
H

IA
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
B

U
L

L
E

T
IN

In
te

r
n

a
tio

n
a

l

D
iv

is
io

n
,

1
9

5
4

,

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
、
を
参
照
。

(
5)

金
子
忠
史
『
変
革
期
の
ア
メ
リ
カ
教
育
―
大
学
編
―
』

東
信
堂
、
一
九
八
四
年
、
お
よ
び
、
前
田
早
苗
『
ア
メ
リ

カ
の
大
学
基
準
成
立
史
研
究
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
三
年
。

(

6)

田
中
征
男
『
戦
後
改
革
と
大
学
基
準
協
会
の
形
成
』
大
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学
基
準
協
会
、
一
九
九
五
年
。

(
7)

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
八
日
付
、
パ
ッ
ヘ
か
らU

n
ite

d

S
tates

O
ffice

of
E

d
u

cation
,

W
ash

in
gton

D
.C

.

へ
の

書
簡
の
草
稿
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
人
名
の
後
の

「S
.V

.D
.

」
は
神
言
会
員
を
意
味
す
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡

の
草
稿
に
は
、
大
学
レ
ベ
ル
の
授
業
の
み
な
ら
ず
、
人
類

学
・
民
族
学
の
大
学
院
レ
ベ
ル
の
授
業
も
提
供
し
う
る
と

し
て
、
大
学
院
コ
ー
ス
と
し
て
の
認
定
を
も
求
め
る
記
述

が
あ
る
。
南
山
大
学
は
こ
の
年
（
一
九
四
九
年
）
に
文
学

部
一
学
部
の
み
で
開
学
し
た
が
、
人
類
学
の
大
学
院
修
士

課
程
が
設
置
さ
れ
る
の
は
一
九
五
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、

開
学
後
間
も
な
い
時
期
の
大
学
院
構
想
を
示
す
史
料
と
し

て
も
注
目
さ
れ
る
。

(

8)

イ
タ
リ
ア
人
の
デ
ル
レ
は
、
戦
前
期
の
帝
国
大
学
で
英

語
や
英
文
学
を
教
え
た
経
験
が
あ
り
、
知
日
派
と
し
て
民

間
情
報
教
育
局
に
起
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
鈴
木
英

一
『
日
本
占
領
と
教
育
改
革
』
勁
草
書
房
、
一
九
八
三
年
、

五
三
頁
参
照
。
彼
は
の
ち
の
一
九
五
一
年
か
ら
約
三
年
間

に
わ
た
り
、
南
山
大
学
文
学
部
教
授
を
務
め
た
。

(

9)

高
祖
敏
明
「
新
制
上
智
大
学
の
公
開
講
座
の
再
編
成

（
一
）」『
上
智
大
学
教
育
学
論
集
』
二
四
号
、
一
九
八
九
年
、

七
頁
を
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
智
大
学
に
お
い
て
そ

れ
ま
で
開
講
さ
れ
て
い
た
上
智
大
学
公
開
講
座
の
う
ち
の

語
学
講
座
が
、
米
国
退
役
軍
人
管
理
局
か
ら
「
退
役
軍
人

援
護
法
」
の
適
用
を
受
け
て
、
一
九
四
九
年
の
春
、
在
日

米
軍
関
係
者
に
単
位
や
学
位
取
得
を
可
能
と
す
る
も
の
と

し
て
組
織
化
さ
れ
、
同
年
秋
学
期
の
開
始
時
こ
ろ
か
ら
は

「
上
智
大
学
国
際
部
（S

op
h

ia
U

n
iversity

In
tern

ation
al

D
ivision

）」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。「
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
の
名
称
は
、
お
そ
ら

く
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

10)

一
九
四
九
年
一
一
月
三
〇
付
、
ラ
ッ
セ
ル
よ
り
パ
ッ
へ

宛
の
文
書
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(
11)

“T
h

e
P

arle
y

s
B

e
in

g
H

e
ld

to
O

p
e

n
Jap

an
e

se

U
n

ive
rsity

in
N

ag
o

y
a

to
A

m
e

rican
s”,

N
a

g
o

y
a

N
u

g
g

e
t,

N
a

g
o

y
a

A
i
r

B
a

s
e

,
N

a
g

o
y

a
J

a
p

a
n

,
7
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N
o
v

e
m

b
e
r

1
9

4
9

,

南
山
学
園
資
料
室
所
蔵
。

(

12)
一
九
五
三
年
九
月
一
四
日
付
、
打
ち
合
せ
会
の
メ
モ
。

南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
5

。
な
お
、
こ
の
メ
モ

は
そ
の
筆
跡
か
ら
、
南
山
大
学
事
務
職
員
瀧
田
慎
吉
氏
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

13)

一
九
五
三
年
九
月
一
八
日
付
、
パ
ッ
ヘ
か
ら
木
村
太
郎

宛
の
文
書
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
I.D.
の
開
設
日
は

「O
cto

b
er

」
と
の
み
記
さ
れ
お
り
、
日
付
は
ブ
ラ
ン
ク

と
な
っ
て
い
る
。

(

14)

I.D.
開
設
に
関
す
る
事
務
的
史
料
は
、
南
山
大
学
史
料
室

所
蔵
、I.D

./B
o

x
5

。
な
お
、
I.D.
開
設
当
初
は
、
今
川
が

In
tern

atio
n

al
D

ivisio
n

S
ecretary

で
あ
っ
た
。
ま
た
、

猪
俣
は
、
一
九
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

で
修
士
号
取
得
後
、
南
山
大
学
に
着
任
し
た
。

(

15)

た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
文
学
部
教
授
会
の
議
事
録
は
所

在
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
パ
ッ
ヘ
の
発
言
は
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

(

16)

一
九
五
三
年
九
月
二
九
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「In
tern

atio
n

al
D

ivisio
n

の
設
置
に
つ
い
て
」、
南
山
大

学
史
料
室
所
蔵
。
以
後
I.D.
は
、
一
九
六
二
年
ご
ろ
ま
で
存

続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
受
講
者
の
成
績
原
簿
な
ど
の

史
料
か
ら
は
、
米
国
現
役
お
よ
び
退
役
軍
人
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
家
族
や
、
民
間
人
、
聖
職
者
な
ど
も
在
籍
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

(

17)

「A
ffiliatio

n

」
を
ど
の
よ
う
に
訳
す
か
が
大
学
評
議
会

で
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
「A

ffiliation

」

な
い
し
は
「
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
こ
こ
で
は
「A

ffiliation

」
の
表
記
を

用
い
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、「A

ffiliatio
n

」
の
性
格
に

つ
い
て
の
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
の
説
明
で
は
、
こ
れ
が
「
隷

属
関
係
」
で
は
な
く
「
好
意
的
協
力
」
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
公
式
文
書
に
発
表
す
る
際
に
は
訳
語
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
六
年
一

〇
月
八
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、「
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

市
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
にA

ffiliation

の
申
請
を

行
ふ
こ
と
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
を
参
照
。
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(

18)

一
九
五
五
年
一
月
二
八
日
付
、
神
言
会
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
局
長
フ
ィ
ッ
ツ
ギ
ボ
ン
か
ら
チ
ャ
プ
リ

キ
ー
宛
の
書
簡
で
、
南
山
大
学
で
の
取
得
単
位
が
米
国
の

大
学
で
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
、
チ
ャ
プ
リ

ツ
キ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
南
山
大
学
と
の

A
ffiliatio

n

の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
（
た
だ
し
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
の
書
簡
は
所
在
が
確
認
で
き
て
い
な

い
）。
こ
の
書
簡
に
は
、A

ffiliatio
n
に
か
か
わ
る
資
料
が

チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
に
別
送
さ
れ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
書
簡
と
同
じ
フ
ァ
イ
ル
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
そ
ら

く
一
九
五
六
年
の
や
り
と
り
で
送
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
のP

ro
g

ra
m

o
f

A
ffiliation

冊
子
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
南
山
大
学
史
料
室

所
蔵
、I.D

./B
ox

7

）。

(

19)

一
九
五
六
年
二
月
一
四
日
付
、
ス
ピ
ン
ト
よ
り
デ
ィ
フ

ェ
ラ
ー
リ
へ
の
書
簡
コ
ピ
ー
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

20)

デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
第
二
次
大
戦
終
結
後
、
日
本
の

教
育
改
革
の
た
め
に
米
国
よ
り
派
遣
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ

教
育
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
高
等
教
育
担

当
の
第
四
委
員
会
に
属
し
、
報
告
書
執
筆
の
際
に
は
公

立
・
私
立
の
機
関
、
機
関
相
互
の
協
力
、
財
政
的
地
位
、

文
部
省
と
の
制
度
的
関
係
の
項
目
を
分
担
し
た
（
土
持
ゲ

ー
リ
ー
法
一
『
米
国
教
育
使
節
団
の
研
究
』
玉
川
大
学
出

版
部
、
一
九
九
一
年
を
参
照
）。
一
九
五
六
年
当
時
、
彼
は

ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
長
（C

h
a

irm
a

n
o

f
th

e

C
o

m
m

itte
e

o
f

A
ffilia

tio
n

a
n

d
E

x
te

n
sio

n
,

th
e

C
ath

olic
U

n
iversity

of
A

m
erica

）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

A
ffiliation

問
題
を
め
ぐ
っ
て
動
い
て
い
た
神
言
会
員
の
多

く
が
、
神
言
会
が
革
命
以
前
に
運
営
し
て
い
た
中
国
・
北

京
輔
仁
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

と
い
う
の
も
、
輔
仁
大
学
で
は
一
九
四
六
年
の
ご
く
短
期

間
、
米
国
軍
人
を
聴
講
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
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が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
北
京
師
範
大
学
校
史
　
一
九
〇

二
‐
一
九
八
二
』
一
九
八
二
年
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、

二
四
六
頁
参
照
。
な
お
、
神
言
会
員
の
北
京
輔
仁
大
学
で

の
在
職
状
況
に
つ
い
て
は
、
北
京
輔
仁
大
学
校
史
編
輯
委

員
会
編
『
北
京
輔
仁
大
学
校
史
　
一
九
二
五
‐
一
九
五
二
』

中
国
社
会
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
七
五
三
‐
七
七
四
頁

の
附
録
一
「
北
京
輔
仁
大
学
院
系
建
制
曁
領
導
人
名
録
」

を
参
照
。

(

21)

一
九
五
六
年
二
月
二
七
日
付
、
フ
ィ
ッ
ツ
ギ
ボ
ン
か
ら

パ
ッ
ヘ
宛
の
書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

22)

一
九
五
六
年
三
月
一
二
日
付
、
パ
ッ
ヘ
か
ら
フ
ィ
ッ
ツ

ギ
ボ
ン
へ
の
書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
南

山
大
学
の
英
語
版
ブ
リ
テ
ン
の
作
成
は
、
一
九
五
五
年
一

〇
月
二
四
日
開
催
大
学
評
議
会
で
、
パ
ッ
ヘ
よ
り
提
案
さ

れ
、
承
認
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
審
議
で
は
ア
メ
リ

カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
のA

ffiliation

へ
の
言
及
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
一
九
五
五
年
一
〇
月
二
四
日
開
催
大
学
評

議
会
議
事
録
、“R

e:
E

n
glish

V
ersion

of
th

e
N

an
zan

U
n

iversity
B

u
lletin

”,

南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
を
参
照
。

(

23)

一
九
五
五
年
一
月
二
八
日
付
、
フ
ィ
ッ
ツ
ギ
ボ
ン
か
ら

チ
ャ
プ
リ
キ
ー
へ
の
書
簡
、
前
掲
。

(

24)

質
問
紙
を
送
っ
た
、
あ
る
い
は
質
問
紙
を
回
収
し
た
教

員
の
リ
ス
ト
、
お
よ
び
教
員
か
ら
回
答
の
個
票
が
、
南
山

大
学
史
料
室
、I.D

./B
o

x
7

に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

こ
に
は
、
一
九
五
八
年
一
月
二
九
日
付
の
回
答
一
部
も
残

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
複
数
回

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

(

25)

ま
と
め
ら
れ
た
回
答
の
日
付
は
、
一
九
五
六
年
九
月
二

〇
日
と
な
っ
て
い
る
。
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
の
も
の
に

は
、
朱
が
入
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
一
九
五
七
年
や
一
九

五
八
年
の
デ
ー
タ
を
付
け
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が

あ
り
、
ま
た
こ
の
史
料
の
保
存
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
が

「A
ffiliatio

n
1

9
5

8

」
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

一
九
五
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
動
い
たA

ffiliation

の
み

に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
も
推
測
さ
れ
る
。

(

26)

一
九
四
九
年
一
一
月
三
〇
日
付
、
米
国
連
邦
教
育
省
高
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等
教
育
局
長
ラ
ッ
セ
ル
か
ら
パ
ッ
ヘ
宛
の
書
簡
、
南
山
学

園
史
料
室
所
蔵
。

(

27)
一
九
五
六
年
九
月
一
二
日
付
の
米
国V

o
c

a
tio

n
a

l

R
eh

ab
ilitation

an
d

E
d

u
cation

S
ervice

か
ら
の
「
一
九

五
二
年
退
役
軍
人
法
（P

u
b

lic
L

a
w

5
5

0
,

8
2

n
d

C
on

gress

）」
に
基
づ
く
コ
ー
ス
の
提
供
の
認
可
の
要
求
に

か
か
わ
る
決
定
の
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
宛
て
の
通
知

（“D
E

T
E

R
M

IN
A

T
IO

N
C

O
N

C
E

R
N

IN
G

T
H

E
R

E
Q

U
E

ST

F
O

R
A

P
P

R
O

V
A

L
U

N
D

E
R

T
H

E
P

R
O

V
IS

IO
N

O
F

P
U

B
L

IC
L

A
W

550,
82N

D
C

O
N

G
R

E
SS,

O
F

C
E

R
T

A
IN

C
O

U
R

S
E

S
O

F
IN

S
T

R
U

C
T

IO
N

O
F

F
E

R
E

D
B

Y

N
A

N
Z

A
N

U
N

IV
E

R
SIT

Y,
N

A
G

O
YA

,
JA

P
A

N
”,

オ
リ
ジ
ナ

ル
は
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
7

）
に
基
づ
く
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
認
可
申
請
は
一
九
五
六
年
七
月
二
五
日

付
の
書
簡
で
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
東
京
の
米
国
大
使

館
で
一
九
五
六
年
八
月
一
日
付
で
米
国
退
役
軍
人
管
理
局

に
転
送
さ
れ
て
い
る
。
申
請
時
に
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ

る
書
類
の
コ
ピ
ー
の
一
部
が
南
山
大
学
史
料
室
に
残
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
科
目
の
概
要
が
主
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
I.D.
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
やA

ffiliatio
n

に
関
わ
っ
て
収
集

し
て
き
た
情
報
で
、
十
分
に
対
応
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
七
月
二
五
日
付
の
申
請
で
二
ヶ
月
足
ら
ず

の
う
ち
に
認
可
が
下
り
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
手

続
き
自
体
も
そ
れ
ほ
ど
複
雑
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
一
九
五
六
年
の
史
料
を
見
る
限
り
、

こ
の
認
可
申
請
が
、
大
学
評
議
会
で
審
議
さ
れ
た
形
跡
は

見
ら
れ
な
い
。

(

28)

一
九
五
六
年
一
〇
月
八
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
市
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に

A
ffiliatio

n

の
申
請
を
行
ふ
こ
と
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学

史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
パ
ッ
へ
は

休
暇
を
兼
ね
て
一
九
五
六
年
七
月
九
日
よ
り
帰
独
し
て
お

り
（「
南
山
大
学
二
五
年
譜
」。
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
）、

そ
の
間
に
学
長
代
行
と
な
っ
た
の
が
、
沼
澤
副
学
長
で
あ

っ
た
。

(

29)
一
九
五
六
年
一
一
月
八
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、
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「
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
にA

ffiliatio
n

の
件
申
請

に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
こ
こ
で
沼

澤
副
学
長
が
言
及
し
た
、
神
言
会
総
本
部
か
ら
パ
ッ
ヘ
お

よ
び
南
山
大
学
に
送
付
さ
れ
た
文
書
は
所
在
が
確
認
で
き

て
い
な
い
が
、
一
九
五
七
年
七
月
三
日
付
の
神
言
会
副
総

長
ク
ロ
ー
ス
（H

.
K

roes,
S

.V
.D

.

）
か
ら
沼
澤
学
長
へ
の

書
簡
に
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
一
七
日
付
で
神
言
会
総
本

部
か
ら
I.D.
に
関
す
る
文
書
が
送
付
さ
れ
た
こ
と
が
言
及
さ

れ
て
い
る
（
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
7

）。
こ

の
時
期
、
南
山
の
経
済
学
部
設
立
の
要
求
に
対
し
て
、
神

言
会
総
本
部
が
否
定
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
な
ど
、
そ
れ
ま

で
の
南
山
大
学
の
拡
大
路
線
に
総
本
部
か
ら
の
歯
止
め
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、A

ffiliation

に
対
す
る
総
本

部
の
姿
勢
も
、
一
つ
に
は
そ
の
よ
う
な
路
線
に
歯
止
め
を

か
け
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(

30)

一
九
五
七
年
一
月
一
八
日
開
催
大
学
評
議
会
臨
時
会
議

議
事
録
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
こ
の
会
議
で

は
、
I.D.
開
設
直
後
に
I.D.
運
営
に
向
け
て
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー

が
パ
ッ
ヘ
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
、
学
長
秘
書
（S

ecretary

G
en

eral

）
の
職
が
、
大
学
の
職
制
に
存
在
し
な
い
と
い
う

こ
と
も
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
パ
ッ
へ
学
長
の
更
迭
に
つ

い
て
は
、
そ
の
大
学
経
営
方
針
が
問
題
と
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
史
料
か
ら
は
、
I.D.
問
題
も
ま

た
、
そ
う
し
た
問
題
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

(

31)

「
南
山
大
学
二
五
年
譜
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。

(

32)

一
九
五
七
年
四
月
八
日
開
催
の
大
学
評
議
会
議
事
録
添

付
資
料
に
、
パ
ッ
へ
学
長
の
申
し
送
り
事
項
と
し
て
詳
細

に
書
か
れ
て
い
る
（
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
）。
な
お
、
ラ

ル
フ
・
タ
イ
ケ
ン
は
、
米
国
で
の
募
金
活
動
を
通
じ
て
南

山
大
学
を
財
政
的
に
支
援
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。

(

33)

一
九
五
七
年
四
月
一
日
付
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
よ
り
大

学
評
議
会
宛
て
（
沼
澤
学
長
経
由
）、“R

aise
of

statu
s

of

N
an

zan
In

tern
atio

n
al

D
ivisio

n
”,

南
山
学
園
史
料
室
所

蔵
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
、
一
九
五
七
年
四
月
八
日
開
催

の
大
学
評
議
会
添
付
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
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(

34)

一
九
五
七
年
五
月
一
〇
日
付
お
よ
び
六
月
一
二
日
付
の

書
簡
で
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
は
神
言
会
総
長
ア
ロ
イ
ス
・

カ
ッ
ペ
ン
ベ
ル
ク（A

lois
G

rosse
K

ap
p

en
b

erg,
S

.V
.D

.

）

に
対
し
、A

ffiliation

の
認
可
を
要
望
し
て
い
る
。
南
山
大

学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
ox

8

。

(

35)

ロ
ー
マ
の
神
言
会
総
本
部
が
、A

ffiliatio
n

に
躊
躇
し
た

背
景
に
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
反
核
運
動
、
労
働
争

議
、
米
軍
基
地
闘
争
な
ど
が
頻
発
し
て
い
た
と
い
う
政
治

的
状
況
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
六
年
九
月
に
は
ミ

シ
ガ
ン
大
学
と
早
稲
田
大
学
が
提
携
を
結
ぼ
う
と
し
た
こ

と
に
対
し
、
早
大
生
か
ら
の
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る

（「
飛
行
機
予
約
を
取
消
す
　
早
大
問
題
　
ミ
シ
ガ
ン
大
学

教
授
」『
朝
日
新
聞
』一
九
五
六
年
九
月
一
四
日
朝
刊
な
ど
）。

A
ffiliation

の
手
続
き
延
期
を
伝
え
る
一
九
五
六
年
一
〇
月

三
〇
日
付
の
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
へ
の
書
簡
の
中
で
、
チ
ャ

プ
リ
ツ
キ
ー
は
こ
の
事
件
に
言
及
し
、A

ffiliation

推
進
に

慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
も
い
る
（
一
九
五
六
年
一
〇
月
三

〇
日
付
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
よ
り
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
へ
の

書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室
お
よ
び
南
山
大
学
史
料
室
所

蔵
）。

(

36)

一
九
五
七
年
六
月
五
日
開
催
大
学
評
議
会
臨
時
会
議
議

事
録
、「
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
の
ア
フ
ィ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。

(

37)

一
九
五
七
年
七
月
三
日
付
、
神
言
会
副
総
長
ク
ロ
ー
ス

か
ら
沼
澤
学
長
宛
の
書
簡
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、

I.D
./B

ox
7

。

(

38)

一
九
五
七
年
七
月
一
二
日
付
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
か
ら

ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
デ
ィ
フ
ェ
ラ
ー
リ
宛
て
の

書
簡
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
ox

7

。

(

39)

一
九
五
七
年
二
月
一
八
日
付
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
よ
り

沼
澤
学
長
宛
て
文
書
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
こ
の
文

書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
「R

e

」
と
付
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
関
す
る
や
り
と
り
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
な
さ
れ
て

い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(

40)
一
九
五
七
年
二
月
二
一
日
付
、
社
会
科
学
部
長
田
中
藤

一
郎
よ
り
、
沼
澤
副
学
長
宛
て
文
書
、
南
山
学
園
史
料
室
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所
蔵
。

(

41)
瀧
田
慎
吉
の
メ
モ
な
ど
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、

I.D
./B

ox
5

。
(

42)

一
九
五
七
年
二
月
二
八
日
付
、
沼
澤
副
学
長
よ
り
チ
ャ

プ
リ
ツ
キ
ー
宛
て
文
書
。
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

43)

Ａ
氏
の
社
会
科
学
士
号
（B

.S
.

）
は
、
一
九
五
七
年
七
月

二
四
日
付
で
授
与
さ
れ
た
。
学
位
授
与
に
至
る
経
過
を
示

す
史
料
は
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

44)

一
九
五
七
年
四
月
八
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
再
検
討

に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
こ
の
発
言

中
の
経
済
学
士
号
に
言
及
し
た
部
分
は
、
Ａ
氏
問
題
に
関

連
す
る
と
考
え
ら
れ
、
Ａ
氏
問
題
に
関
す
る
史
料
が
四
月

か
ら
六
月
に
欠
落
し
て
い
る
部
分
を
補
う
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
な
お
、
上
智
大
学
国
際
部
の
ミ
ラ
ー
は
米
国

人
で
あ
っ
た
（S

.J.

は
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
意
味
す
る
）。
上

智
大
学
国
際
部
が
文
部
省
に
ど
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
い

た
か
を
客
観
的
に
示
す
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で

き
て
い
な
い
。

(

45)

同
上
。
な
お
、
I.D.
の
再
検
討
と
い
う
議
題
は
、
一
九
五

七
年
四
月
一
日
付
の
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
に
よ
る
評
議
会
宛

の
要
望
書
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

評
議
会
に
先
立
ち
、
沼
澤
学
長
は
I.D.
に
つ
い
て
、
何
人
か

の
教
員
に
対
し
て
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

I.D.
の
運
営
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
稲
垣
良
典
の
意
見
メ
モ

は
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

46)

一
九
五
七
年
五
月
一
四
日
付
、
学
長
秘
書
室
起
案
、
学

長
・
木
村
教
授
宛
て
、「
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
」、
南
山

学
園
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
こ
の
起
案
に
あ
る
委
員
会
構

成
に
至
る
ま
で
に
、
文
学
部
長
木
村
太
郎
の
意
見
が
何
度

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
起
案
に
は
、
ハ

ッ
ツ
ェ
が
一
六
日
午
後
来
名
の
通
知
が
あ
っ
た
と
メ
モ
が

記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
東
京
在
住
で
あ
っ
た
ハ
ッ
ツ
ェ
が

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

日
華
文
化
研
究
所
は
、
神
言
会
が
北
京
で
経
営
し
て
い
た

輔
仁
大
学
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
民
族
学
雑
誌
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M

o
n

u
m

e
n

ta
S

e
r
ic

a

の
発
行
を
、
輔
仁
大
学
の
中
華
人

民
共
和
国
に
よ
る
接
収
後
に
引
き
継
い
だ
機
関
で
あ
る

（
永
井
英
治
「
戦
後
の
人
類
学
と
南
山
大
学
社
会
科
学
部
人

類
学
科
設
置
の
意
義
」『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
人
文
・
社
会
科
学

編
、
第
八
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
二
‐
一
七
三
頁
を

参
照
）。

(

47)

一
九
五
七
年
四
月
二
二
日
付
の
木
村
宛
の
委
員
委
嘱
通

知
案
で
は
、「
第
二
部
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

は
、
当
時
そ
の
存
廃
が
議
論
さ
れ
て
い
た
南
山
大
学
第
二

部
（
夜
間
部
）
の
取
り
扱
い
と
の
関
連
性
な
い
し
は
混
同

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

48)

一
九
五
七
年
四
月
二
二
日
付
、
沼
澤
学
長
よ
り
ハ
ッ
ツ

ェ
宛
の
書
簡
、
お
よ
び
一
九
五
七
年
四
月
三
〇
日
付
、
沼

澤
学
長
よ
り
ハ
ッ
ツ
ェ
へ
の
書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室
所

蔵
。
な
お
、
ハ
ッ
ツ
ェ
は
、
一
九
五
八
年
に
南
山
大
学
教

授
に
着
任
し
て
い
る
。

(

49)

瀧
田
は
出
張
中
、
上
智
大
学
国
際
部
の
ミ
ラ
ー
や
上
智

大
学
学
長
大
泉
孝
（S

.J.

）
に
直
接
面
会
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
そ
の
他
の
関
係
者
に
状
況
を
尋
ね
、
沼
澤

学
長
に
報
告
し
た
（
瀧
田
慎
吉
作
成
「
復
命
書
」、
南
山
学

園
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
こ
れ
に
は
瀧
田
が
七
月
一
日
に

帰
名
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
張
は
一
九
五

七
年
六
月
末
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
）。
な
お
、
ミ
ラ
ー
と

大
泉
か
ら
は
、
後
日
書
簡
で
、
上
智
大
学
国
際
部
の
状
況

が
伝
え
ら
れ
た
。
一
九
五
七
年
七
月
九
日
付
、
上
智
大
学

ミ
ラ
ー
か
ら
瀧
田
宛
の
書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
、

お
よ
び
一
九
五
七
年
七
月
一
七
日
付
、
上
智
大
学
大
泉
学

長
よ
り
沼
澤
学
長
宛
の
書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

ま
た
、
瀧
田
は
、
こ
の
出
張
中
に
ハ
ッ
ツ
ェ
と
会
い
、
Ａ

氏
問
題
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
復
命
書
の
中

で
も
そ
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
ハ
ッ
ツ
ェ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
Ａ
氏
に
学
位
を
授
与
し
て
早
期
決
着

を
図
る
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
後
日
沼
澤
学
長
に
直

接
書
簡
で
も
伝
え
ら
れ
た
（
一
九
五
七
年
七
月
三
日
付
、

ハ
ッ
ツ
ェ
よ
り
沼
澤
学
長
へ
の
書
簡
、
南
山
学
園
史
料
室

所
蔵
）。
Ａ
氏
問
題
の
解
決
方
法
は
、
こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に



69

従
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
こ
の
や
り
と
り
は
、
の

ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ハ
ッ
ツ
ェ
が
一
九
五
九
年
六
月
以

降
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
に
代
わ
っ
て
I.D.
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
背
景
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
南
山
大
学
文
学
部

は
、
一
九
五
七
年
七
月
に
大
学
基
準
協
会
維
持
会
員
と
な

る
が
、
そ
の
当
時
大
泉
は
大
学
基
準
協
会
副
会
長
で
あ
っ

た
。

(

50)

一
九
五
七
年
八
月
二
〇
日
付
、
文
部
省
調
査
局
国
際
文

化
課
よ
り
、
南
山
大
学
教
務
課
長
宛
の
文
書
。
南
山
大
学

史
料
室
所
蔵
、I.D

./
B

ox
8

。

(

51)

一
九
五
七
年
八
月
二
九
日
起
案
、「
回
答
案
」、
南
山
大

学
史
料
室
所
蔵
、I.D
./B

o
x

8

。
そ
の
後
の
文
部
省
か
ら
の

返
信
は
、
こ
の
回
答
が
九
月
三
日
付
で
な
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
回
答
案
に
関
連
し
て
、
そ
の

後
Ｂ
氏
か
ら
は
入
学
願
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
ど
の
よ

う
に
処
理
し
た
ら
よ
い
か
、
教
務
部
長
か
ら
学
長
に
問
い

合
わ
せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
学
長
の
指
示

は
、
文
部
省
に
は
決
裁
案
の
回
答
を
す
ぐ
に
出
す
こ
と
、

改
め
て
す
べ
て
の
こ
と
は
九
月
一
七
日
の
会
議
で
決
定
す

る
こ
と
、
事
務
の
取
り
扱
い
も
そ
の
と
き
考
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
（
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
、
一
九
五
七
年

九
月
二
日
付
、
学
長
秘
書
室
よ
り
学
長
宛
の
メ
モ
）。

(

52)

一
九
五
七
年
九
月
四
日
付
、
文
部
省
調
査
局
国
際
文
化

課
よ
り
、
南
山
大
学
教
務
課
長
宛
の
文
書
。
南
山
大
学
史

料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
8

。
な
お
、
こ
こ
で
添
付
さ
れ
て
い

た
書
類
と
は
、
一
九
五
七
年
七
月
一
六
日
付
、
チ
ャ
プ
リ

ツ
キ
ー
の
名
で
、
Ｂ
氏
が
南
山
大
学
I.D.
に
「
学
生
」
と
し

て
入
学
を
許
可
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｂ
氏
が
以
前
に
南
山

大
学
の
「
学
生
」
で
あ
り
、
そ
の
課
程
を
終
え
る
ま
で
継

続
し
よ
う
と
し
て
い
る
旨
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た

（
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./
B

ox
8

）。

(

53)

一
九
五
七
年
九
月
一
二
日
付
、
教
務
部
長
藤
木
敦
實
名

の
起
案
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
8

。
こ
の
起

案
に
は
九
月
一
三
日
に
発
送
済
み
で
あ
る
と
メ
モ
書
き
が

あ
る
。
な
お
、
回
答
案
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
I.D.
の
説
明

に
加
え
て
、
聴
講
生
の
履
修
規
定
は
、
一
般
学
生
と
同
様
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に
履
修
単
位
を
付
与
す
る
も
の
の
、
学
部
学
科
所
属
で
は

な
い
た
め
卒
業
資
格
は
認
め
て
い
な
い
、
と
記
し
た
も
の

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
「
廃
案
」
と
書
か
れ
て

い
る
（
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
8

）。
な
お
、

そ
の
後
、
再
度
Ｂ
氏
が
査
証
申
請
を
し
た
の
か
、
一
九
五

七
年
一
〇
月
三
〇
日
付
文
学
部
長
木
村
太
郎
名
に
よ
る
Ｂ

氏
の
一
九
五
八
年
四
月
か
ら
の
入
学
許
可
証
を
添
付
し
た
、

八
月
二
〇
日
付
け
文
書
と
同
内
容
の
問
い
合
わ
せ
が
一
九

五
七
年
一
一
月
二
九
日
付
で
文
部
省
よ
り
送
ら
れ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
九
五
七
年
一
二
月
一
三
日
付
で
、

藤
木
教
務
部
長
名
で
入
学
方
法
・
入
学
す
る
学
部
学
科
学

年
・
保
証
人
の
氏
名
・
職
業
を
回
答
し
た
こ
と
を
示
す
文

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、

I.D
./B

ox
8

。

(

54)

外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
則
案
の
作
成
作
業
は
、
一
九

五
七
年
九
月
上
旬
以
前
か
ら
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
（
年
月
日
不
明
、

「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
則(

案)

」、
南
山
学
園
史
料
室

所
蔵
）。
な
お
、
規
則
案
作
成
作
業
と
一
九
五
七
年
五
月
一

四
付
で
確
定
し
た
I.D.
に
関
す
る
再
検
討
委
員
会
と
の
関
係

は
不
明
で
あ
り
、
直
井
が
ど
の
よ
う
な
職
責
で
こ
の
立
案

に
当
た
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

(

55)

一
九
五
七
年
九
月
一
七
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「In
tern

ation
al

D
ivision

の
教
務
関
係
事
務
の
移
管
に
つ

い
て
」、
お
よ
び
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
規
程
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、

一
九
五
七
年
一
〇
月
九
日
開
催
の
学
科
長
会
議
（
文
学
部

学
科
長
会
議
と
思
わ
れ
る
）
に
お
い
て
、
外
国
人
学
生
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
本
学
に
入
学
し
学
位
を
希
望
す
る

学
生
は
、
学
則
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
外
国
人
向
け
の
特

別
な
授
業
は
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
、
と
す
る
松
風

メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
（
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
）。

(

56)

一
九
五
七
年
一
〇
月
二
一
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
定
案
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学

史
料
室
所
蔵
。

(

57)
一
九
五
七
年
一
二
月
二
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、
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「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
定
案
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学

史
料
室
所
蔵
。

(

58)

一
九
五
七
年
一
〇
月
二
三
日
付
け
、
沼
澤
学
長
よ
り
教

務
部
長
宛
、
I.D.
で
の
学
士
号
取
得
に
必
要
な
最
低
在
学
年

数
お
よ
び
履
修
所
要
最
低
単
位
数
の
掲
示
依
頼
、
南
山
学

園
史
料
室
所
蔵
。
こ
れ
は
、
一
〇
月
二
一
日
開
催
大
学
評

議
会
で
の
、
最
低
在
学
年
数
は
一
年
、
専
門
科
目
二
四
単

位
で
南
山
を
卒
業
で
き
る
と
I.D.
学
生
が
一
般
に
理
解
し
て

い
る
と
す
る
、
直
井
の
発
言
に
関
連
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

(

59)

一
九
五
七
年
九
月
一
九
日
に
、
委
員
長
を
文
学
部
長
と

し
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
、
文
学
部
長
、
社
会
科
学
部
長
、

学
生
部
長
、
教
育
学
科
長
、
教
務
部
長
よ
り
構
成
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
委
員
会
の

委
員
が
決
定
さ
れ
た
（
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./

B
o

x
8

）。
な
お
、
こ
の
委
員
委
嘱
の
決
裁
は
九
月
二
四
日

で
あ
っ
た
と
の
メ
モ
が
、
南
山
学
園
史
料
室
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。

(

60)

一
九
五
七
年
一
〇
月
二
三
日
付
、
藤
木
教
務
部
長
よ
り

学
長
宛
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に

関
す
る
報
告
書
　
写
　
議
事
録
添
付
」、
お
よ
び
一
〇
月
二

四
日
付
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に

関
す
る
報
告
書
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
o

x
8

。

こ
の
内
容
は
英
訳
さ
れ
て
、
一
一
月
一
日
付
で
I.D.
学
生
た

ち
に
向
け
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
（“A

N
N

O
U

N
C

E
M

E
N

T

N
o

v.1
,

1
9

5
7

”

お
よ
び
そ
の
草
稿
、
南
山
大
学
史
料
室
所

蔵
、I.D

./B
ox8

）。
な
お
、
こ
の
報
告
書
とA

nnouncem
ent

は
、
一
九
五
七
年
一
二
月
二
日
開
催
大
学
評
議
会
の
添
付

資
料
と
な
っ
て
お
り
、
直
井
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、

そ
こ
で
は
米
国
現
役
軍
人
以
外
の
入
学
志
願
者
は
、
新
入

生
・
編
入
生
を
問
わ
ず
す
べ
て
日
本
人
同
様
に
扱
う
、
と

さ
れ
た
（
一
九
五
七
年
一
二
月
二
日
開
催
大
学
評
議
会
議

事
録
、「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
規
定
案
に
つ
い
て
」、
南

山
大
学
史
料
室
所
蔵
。

(

61)
一
九
五
七
年
一
二
月
九
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
学
生
取
扱
内
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規
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。

(
62)

一
九
五
七
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け
て
の
I.D.

運
営
委
員
会
の
議
事
録
が
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。「
議
事
録
」

綴
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
ox

8

。

(

63)

特
に
Ａ
氏
の
件
で
、
I.D.
の
運
営
や
手
続
き
に
対
し
て
批

判
的
で
あ
っ
た
社
会
科
学
部
か
ら
の
反
発
は
強
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
Ｃ
氏
の
卒
業

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
七
年
一
二
月

四
日
開
催
の
I.D.
委
員
会
で
卒
業
資
格
を
認
め
る
判
定
を
し

た
学
生
の
う
ち
、
特
に
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
Ｃ
氏
に
つ
い

て
、
そ
の
専
攻
学
科
の
学
科
長
で
あ
っ
た
直
井
豊
が
、「
優

等
生
（
ク
ム
・
ラ
ウ
ド
）」
と
し
て
の
卒
業
を
許
可
す
る
よ

う
起
案
し
、
学
長
・
文
学
部
長
・
社
会
科
学
部
長
・
教
務

部
長
・
学
生
部
長
・
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
教
授
の
了
承
印
を

得
た
が
、
後
日
社
会
科
学
部
長
は
こ
の
了
承
を
取
り
消
し

て
い
る
（
一
九
五
八
年
一
月
三
〇
日
起
案
、
南
山
大
学
史

料
室
所
蔵
、I.D

.
/B

o
x

8

）。
お
そ
ら
く
田
中
社
会
科
学
部

長
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、「cu

m
lau

d
e

」
の
付
記
に
つ
い

て
の
疑
義
が
提
起
さ
れ
、
藤
木
教
務
部
長
か
ら
は
、
委
員

会
で
は
卒
業
資
格
が
決
定
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
成
績
は

問
題
に
し
て
お
ら
ず
、
卒
業
証
書
の
形
式
は
チ
ャ
プ
リ
ツ

キ
ー
と
直
井
が
相
談
し
て
印
刷
を
手
配
し
た
と
の
報
告
を

受
け
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
知
ら
な
い
、
と
い
う

回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
（
一
九
五
七
年
二
月
、
南
山
学
園

史
料
室
所
蔵
、
Ｃ
氏
の
学
位
記
文
面
タ
イ
プ
文
書
、
疑
問

点
の
メ
モ
添
付
）。

(

64)

チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
が
、
I.D.
に
大
学
院
コ
ー
ス
を
作
る
計

画
を
米
軍
関
係
者
と
協
議
し
て
い
た
こ
と
を
、
う
か
が
わ

せ
る
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
南
山
大
学
I.D.

が
東
京
エ
リ
ア
で
夜
間
に
、
あ
る
い
は
名
古
屋
で
週
末
に
、

文
化
人
類
学
の
大
学
院
コ
ー
ス
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
二
月
一
八
日
付
、
第
五
空
軍
ハ

ー
ト
ン
（T

/S
gt

V
irgil

V
.

H
arto

n

）
よ
り
チ
ャ
プ
リ
ツ

キ
ー
宛
、
お
よ
び
一
九
五
八
年
五
月
一
四
日
付
、
ハ
ー
ト

ン
よ
り
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
宛
書
簡
、
南
山
大
学
史
料
室
所

蔵
、I.D

./B
ox

5

。
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(
65)

I.D.
運
営
委
員
会
は
、
一
九
五
八
年
一
二
月
時
点
で
は
、

文
学
部
長
ヤ
ー
ン
、
社
会
科
学
部
長
ア
ン
ト
ン
・
レ
ン
メ

ル
ヒ
ル
ト
、
教
務
部
長
直
井
豊
、
学
生
部
長
国
分
敬
治
、

学
生
の
専
攻
の
学
科
長
と
し
て
鈴
木
得
二
お
よ
び
細
井
次

郎
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
、
各
教
授
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
た
（
一
九
五
八
年
一
二
月
、
I.D.
運
営
委
員
会
構
成

員
一
覧
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
）。

(

66)

I.D.
運
営
委
員
会
の
一
九
五
九
年
一
月
一
二
日
開
催
の
通

知
で
は
、
外
国
人
学
生
の
学
科
履
修
が
議
題
と
な
っ
て
い

る
（
一
九
五
九
年
一
月
九
日
付
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
運
営
委
員
会
開
催
に
つ
い
て
（
通

知
）」、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
）。
こ
の
委
員
会
で
の
議
論

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
議
事
録
が
残
さ
れ

て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
見
る
に
、

こ
の
委
員
会
で
の
議
論
が
、
ヤ
ー
ン
を
し
て
、
一
九
五
九

年
一
月
二
六
日
の
大
学
評
議
会
で
の
提
案
を
行
わ
し
め
る

契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
大
学
評

議
会
に
お
け
る
ヤ
ー
ン
の
発
言
で
は
、
彼
の
強
い
苦
悩
が

訴
え
ら
れ
て
い
る
（
一
九
五
九
年
一
月
二
六
日
開
催
大
学

評
議
会
議
事
録
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
）。

(

67)

一
九
五
九
年
一
月
二
六
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」、

南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
。
ヤ
ー
ン
の
提
案
内
容
に
つ
い
て

は
、
議
事
録
添
付
資
料
を
参
照
。

(

68)

同
上
。
な
お
、
一
九
五
九
年
一
月
二
六
日
開
催
大
学
評

議
会
で
の
沼
澤
学
長
の
意
見
は
、
外
国
人
学
生
が
日
本
語

を
学
び
、
正
規
の
学
生
と
な
る
た
め
に
準
備
す
る
コ
ー
ス

と
い
う
方
向
へ
の
、
I.D.
の
再
編
成
を
要
望
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

(

69)

一
九
五
九
年
一
月
二
六
日
起
案
一
月
三
〇
日
施
行
、「
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て(

伺)

」
学
長
秘
書
室
起
案
、
学
長

決
裁
、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
こ
れ
に
添
付
さ
れ
た
学

長
宛
の
瀧
田
の
メ
モ
（
一
九
五
九
年
一
月
二
九
日
付
）
か

ら
は
、
瀧
田
の
進
言
に
よ
り
、
稲
垣
が
委
員
に
加
え
ら
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
沼
澤
学
長
は
、
一
月
二
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六
日
開
催
の
大
学
評
議
会
の
席
で
、
I.D.
問
題
解
決
へ
の
協

力
を
拒
否
す
る
意
思
を
示
し
て
い
た
ヤ
ー
ン
に
対
し
て
、

委
員
と
し
て
の
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
る
（
一
九
五
九
年

一
月
三
〇
日
付
、
沼
澤
学
長
よ
り
ヤ
ー
ン
宛
、
南
山
学
園

史
料
室
所
蔵
）。

(

70)

年
月
日
不
明
、
委
員
長
ヤ
ー
ン
よ
り
、
外
国
人
学
生
に

関
す
る
研
究
委
員
会
委
員
各
位
宛
文
書
、
南
山
学
園
史
料

室
所
蔵
。

(

71)

一
九
五
九
年
二
月
四
日
開
催
、「
外
国
人
学
生
に
関
す
る

委
員
会
記
録
」、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
記
録
者

は
、
稲
垣
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
論
の
中
で
、
当
時
の
I.D.
非

軍
人
の
学
生
が
、
や
は
り
同
様
に
南
山
大
学
の
正
規
の
学

生
で
は
な
い
夏
期
講
習
の
学
生
と
の
類
比
で
語
ら
れ
て
い

る
点
が
、
注
目
さ
れ
る
。

(

72)

一
九
五
九
年
二
月
六
日
付
、
稲
垣
よ
り
学
長
秘
書
室
宛
、

「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
研
究
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
の

意
見
」、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
な
お
、
質
問
書
の
試
案

に
は
、
I.D.
の
全
体
的
評
価
に
つ
い
て
（
学
問
的
水
準
・
財

政
的
基
礎
・
大
学
全
体
に
お
け
る
位
置
・
大
学
の
使
命
と

い
う
観
点
か
ら
見
た
I.D.
の
必
要
性
と
価
値
）、
お
よ
び
I.D.
の

過
去
の
実
情
の
調
査
に
基
づ
く
そ
の
功
績
と
欠
陥
に
つ
い

て
（
計
画
・
入
学
許
可
・
授
業
の
実
態
・
採
点
や
証
明

書
・
講
師
給
料
・
授
業
料
・
評
判
）
の
大
き
く
二
項
目
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

(

73)

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
の
、
各
委
員
か
ら
の
回
答
に
よ

る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
質
問
書
の
質
問
項
目
は
、
稲
垣

の
提
案
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
一
〇
項
目
か
ら
成
っ
て
い

た
。

(

74)

一
九
五
九
年
三
月
一
九
日
開
催
、「
外
国
人
学
生
に
関
す

る
研
究
委
員
会
議
事
録
」、
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。
た
だ

し
、
議
事
録
の
一
部
は
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
委

員
会
は
、
実
際
に
は
一
九
五
九
年
六
月
ま
で
は
存
続
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
（
一
九
五
九
年
六
月
二
二
日
開
催
大
学

評
議
会
議
事
録
、「
外
国
人
学
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」、

南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、
を
参
照
）。

(

75)
一
九
五
九
年
三
月
二
八
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、
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「
外
国
人
学
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室

所
蔵
。

(

76)

一
九
五
九
年
三
月
三
〇
日
付
、
ヤ
ー
ン
名
に
よ
る
文
書
、

“S
tu

d
y

-g
ro

u
p

fo
r

th
e

re
o

rg
a

n
iza

tio
n

o
f

th
e

In
tern

atio
n

al
D

ivisio
n

:
S

u
ggestio

n
su

b
m

itted
to

th
e

P
resid

en
t”,

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
。

(

77)

一
九
五
九
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
学
内
の
動
き

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
五
九
年
六
月
八
日
に
は
、

学
長
告
示
で
、
学
長
秘
書
の
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
の
更
迭
が

報
告
さ
れ
、
六
月
四
日
か
ら
そ
の
後
任
に
ハ
ッ
ツ
ェ
が
任

命
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
な
お
、
一
九
五
九
年
六

月
一
五
日
の
学
期
終
了
ま
で
は
、
チ
ャ
プ
リ
ツ
キ
ー
が
従

来
の
職
務
を
担
当
す
る
こ
と
、
お
よ
び
ハ
ッ
ツ
ェ
に
交
代

後
も
、
学
長
秘
書
の
担
当
事
務
に
変
更
は
な
い
と
記
さ
れ

て
い
る
（
一
九
五
九
年
六
月
八
日
付
、「
学
長
告
示
五
一
号

学
長
室
セ
ク
レ
タ
リ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
の
更
迭
」、
南
山
学
園
史

料
室
所
蔵
）。

(

78)

「
外
国
人
学
生
に
関
す
る
研
究
委
員
会
」
の
誤
り
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

(

79)

一
九
五
九
年
六
月
二
二
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、

「
外
国
人
学
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史
料
室

所
蔵
。
直
井
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
添
付
資
料
を
参
照
。

ま
た
、
直
井
か
ら
は
、
I.D.
が
基
本
的
に
対
象
と
す
る
米
軍

現
役
軍
人
は
、
在
学
者
中
に
は
一
人
も
い
な
い
こ
と
や
、

一
九
五
九
年
九
月
以
降
の
入
学
許
可
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
規
則
も
用
意
し
て
い
る
こ
と
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(

80)

す
で
に
こ
の
時
期
に
は
、
米
国
現
役
軍
人
の
受
講
希
望

者
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
南
山
大
学

史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
受
講
者
の
成
績
原
簿
な
ど
の

史
料
か
ら
は
、
I.D.
が
一
九
六
二
年
ご
ろ
ま
で
存
続
し
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(

81)

こ
の
コ
ー
ス
案
内
作
成
に
あ
た
っ
て
書
か
れ
た
原
案
も
、

南
山
大
学
史
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、

一
九
六
〇
年
一
一
月
ご
ろ
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
（
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、I.D

./B
ox

5

）。

(

82)

南
山
大
学
史
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
I.D.
受
講
者
の
成
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南山大学インターナショナル・ディヴィジョンの開設と終焉

績
原
簿
か
ら
は
、
小
牧
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
極
東
部
で

単
位
取
得
し
た
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

今
日
の
在
日
米
軍
基
地
に
お
い
て
も
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大

学
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
門
で
あ
る
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
（U

n
iv

e
rsity

o
f

M
arylan

d
U

n
iversity

C
ollege

）
が
コ
ー
ス
を
開
講
し
て

い
る
。

(

83)

南
山
国
際
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
九
年
一
一
月

九
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

小
学
校
の
事
務
実
施
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
」、
南
山
大
学
史

料
室
所
蔵
、
お
よ
び
夜
間
英
語
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
一

九
五
九
年
一
一
月
九
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、「
夜
間

英
会
話
コ
ー
ス
の
所
属
並
に
運
営
担
当
者
に
つ
い
て
」、
南

山
大
学
史
料
室
所
蔵
、
を
参
照
。

(

84)

な
お
、
I.D.
の
史
料
の
中
に
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
史
料
が

混
在
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
推
測
を
裏
付

け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
の
大
学
評
議

会
議
事
録
か
ら
は
、「
南
山
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク

ー
ル
」
の
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
九
六

〇
年
一
二
月
五
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、「
夏
期
外
国

語
講
座
・
英
語
・
西
語
会
話
講
座
を
包
含
す
る
『
ス
ク
ー

ル
』
の
構
想
に
つ
い
て
」（
審
議
延
期
）、
お
よ
び
一
九
六

〇
年
一
二
月
一
九
日
開
催
大
学
評
議
会
議
事
録
、「
夏
期
外

国
語
講
座
・
英
語
・
西
語
会
話
講
座
を
包
含
す
る
『
ス
ク

ー
ル
』
の
構
想
に
つ
い
て
」（
審
議
延
期
）、
南
山
大
学
史

料
室
所
蔵
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
結
局
審
議
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

85)

喜
多
村
和
之
『
大
学
淘
汰
の
時
代
』
中
公
新
書
、
一
九

九
〇
年
、
一
一
六
‐
一
五
七
頁
。

(

86)

一
九
四
七
年
五
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
大
学
設

立
基
準
設
定
連
合
協
議
会
で
の
、
民
間
情
報
教
育
局
高
等

教
育
顧
問
イ
ー
ル
ズ
の
講
演
中
、
米
国
の
当
時
の
現
状
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
点
と
し

て
、
国
内
の
大
学
間
お
よ
び
日
米
の
大
学
間
で
の
学
生
の

「
転
校
」
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値

す
る
。
大
学
基
準
協
会
年
史
編
さ
ん
室
編
『
大
学
基
準
協



77

会
五
十
五
年
史
』
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
、
二
〇
〇
五
、

二
七
二
‐
二
八
〇
頁
所
収
の
イ
ー
ル
ズ
講
演
「
大
学
設
立

基
準
適
用
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

(

87)

一
九
五
六
年
九
月
一
二
日
付
の
米
国V

o
c

a
tio

n
a

l

R
eh

ab
ilitation

an
d

E
d

u
cation

S
ervice

か
ら
の
チ
ャ
プ

リ
ツ
キ
ー
宛
て
の
通
知
、
南
山
大
学
史
料
室
所
蔵
、

I.D
./B

ox
7

。

（
追
記
）
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
上
智
学
院
資
・
史
料
室
の
星

島
明
光
氏
お
よ
び
京
都
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
河
合

淳
子
氏
に
は
、
貴
重
な
史
資
料
や
情
報
を
提
供
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
南
山
学
園

創
立
七
五
周
年
記
念
誌
原
稿
執
筆
の
過
程
で
得
ら
れ
た
知

見
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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The Opening and the Closing of Nanzan University

International Division, 1953-1962:

Essay on the History of the Interrelationship between

Japanese and American Higher Education

HAYASHI Masayo

Abstract

This paper explores the historical implications of Nanzan University

International Division (I.D.), 1953-1962, towards the history of the

interrelationship between Japanese and American higher education.

I.D. was opened in 1953 as an educational institution for mainly U.S.

armed forces personnel stationed around Nagoya district, Japan, who wished

to earn college credits before transferring to U.S. higher institutions after

finishing their services.  Because I.D. was not regulated by Japanese School

Education Law of 1947, its administration  had many problems, which made

it pursue affiliation with the Catholic University of America and approval

under the provision of the U.S. Serviceman,s Readjustment Act of 1952. 

I.D. was closed after having undergone several troubles and reforms as

to its students, status, admission, and graduation.  In spite of its peculiarity

as an educational institution in Japan during the U.S. armed forces,

presence, I.D. suggests the G.I. Bills, unknown function to accredit higher

institutions outside the U.S. as equivalent to those within the U.S..   It also

implies the possible influence of the massive change in American higher

education after WWII, on the establishment of the Japanese University

Accreditation Association in 1947.




